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＞質の高い教育実践を通して、家庭や地域からより信頼される学校づくりの構築に向け、

非常勤講師等の多様な人材を含め、幅広く意欲・資質のある教職員を計画的に採用しま

す。

また､教員養成大学や教職大学院と連携し、より教育実践力を身に付けた学生の育成を

支援します。

湯教職員一人ひとりの資質・能力を総合的に向上させるために、経験年数等に応じた体系

的な研修や教育的ニーズに即した研修などに取り組むとともに、特に経験年数の短い若

手教員の育成と支援を進めます。

＞学校教育は教職員と児菫生徒の人格的な触れ合いを通じて行われるものであることから、

教職員の心身の健康維持やモチベーションを維持向上させ、その能力を十分に活かせる

よう、適切な人事管理等を進めます。

教育指導課

※1 主観指標であるため、 目標に対する達成率での評価は行いません。

※2休校措置により 「千葉市学力状況調査」を実施していないため、R1末実績値は把握できません。
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【主掴

蕊蕊識識霧謬譲蕊蕊 |i蕊 |I蕊蕊騨灘
小3

小5

中2

90.6%
92．0% | 90.6% | 90.4% | 90_6% | 90.1% l 91

（26年度末）

81

7

千葉市！

86.7％

(26年度末）
90.0％ 87.9％ 87.7％ 87-1％ 85.7％

68-4％

(26年度末）
75-0％ 69.4％ 71.2％ 72.4％

※2
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識識
蕊鍔騨擬

態灘や灘
蕊鍔騨擬

態灘や灘籔繁籔繁 蕊謡灘溌
擁難議蕊蕊
そ灘蕊霧溌…茜

議蕊
蕊蕊議
蕊溌蕊

蕊蕊
＃＃

蕊謹
爵灘驚

． 「わかる授業」の実現へ向け、今後も授業の

工夫・改善を行うとともに指導力の向上を

図っていきます。特に千葉市学校教育の課

題「21世紀を拓く」の活用を推進し、①目

標を明確にし、学習活動を行うこと、②見

方・考え方を働かせて、思考力・判断力．

表現力等を育むこと、③PDCAサイクル

を意識して指導と評価の一体化を図ること

を柱として、各教科等において課題解決に

向けた指導及び実践を行うとともに、各校

で学力向上アクションプランの実践を推進

します。
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検討・企画

検討・企画

(小学校

英語･道

徳）

鑑
実施

学習指導

要領の改

訂に合わ

せて実施

蕊
－

実施

実施

蕊
実施

実施

鍵
実施

実施

蕊
実施

実施

襲

；
伊
口
亘
子

実施

鍵
順調

順調
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受講者

1,527人

/年

受講者

1,820人

／生
′I

受講者

2,111人

/年

受講者

2,132人

/年

受講者

2,005人

/年

受講者

2,165人

/年

受講者

27人

/年

遅れ
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鱗蕊識蕊懲謬：鱗蕊灘譲識蕊耀議懲謬：

11

灘鍵
…

灘鍵灘
f穎蕊蕊簿#議識蕊

鍵
縄鐸認袖

議鱗灘
縄鐸認袖灘

灘
¥詞揖

蕊

¥詞揖蕊
･新型コロナウイルス感染拡大防止のため、 8月までの研

修は書面開催として実施しました。 9月以降の研修につ

いては、会場を分散するなどの工夫をして実施しまし

た。書面開催が多かったものの、受講生の満足度は各研

修とも90％を超えるものとなりました。

§……蕊驚識灘讃選鐸豊…且齢黙雷蕊熱驚

議鵜蕊灘閲轟

・教育的ニーズや教職員のニーズ、社会の

変化等を的確に把握し、研修を実施して

いきます｡

･オンラインでの実施や、会場を分散する

などの工夫をしながら研修を実施しま

す。

2

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定していた

33講座のうち32講座を中止としたことから、1講座のみ

の開催で受講者は27人となりました。

･これまでのアンケートの分析などによ

り、受講者のニーズに沿った研修テーマ

を設定するとともに､オンラインでの実

施や参加しやすい日程調整を行うこと

により、感染症予防策を取りながら受講

者数の増加を図ります。

3

･令和2年度は「教育課程」 「学習指導」 「道徳」 「体育指

導」 「保健指導」 「健康教育」の分野で17校を研究指定

校として研究に取り組みました。新型コロナウイルス感

染拡大防止の観点から、公開研究会等は実施しませんで

したが､研究成果を「千葉市教育課題の解明を目指して」

としてまとめました。

･令和3年度は、令和2年度からの継続IO

校のほか、新たに7校を研究指定校とし

て指定し、研究に取り組みます｡

1 11 1

44

･令和2年度は、コロナウイルス感染拡大防止のため、学

校訪問を実施できない期間がありましたが、9月～12月

に延べ657回の訪問指導を実施し、各校の校内研修の充

実及び教職員の専門性の向上を図りました。

．引き続き、積極的に訪問指導を行い、校

内研修の充実及び教職員の専門性の向

上を図ります。

5

･現場研究員64人を対象に研修を実施しました。現場研

究員が勤務校の現状を分析し、課題を明確にして研究に

取り組めるよう、管理職・担当指導主事による指導・支

援を行いました。 ，

･各種研修会において、現場研究員の研究

成果を発表できる場を設定します。ま

た、現場研究員がミドルリーダーとなれ

るよう研究内容や成果を分析し、研究体

制を整えていきます。

6

･教職員のメンタルヘルス不全の一次予防としてメンタル

ヘルス研修会を実施し、初任者163人、 5年経験者155

人、中堅教諭等資質向~上研修受講者163人が参加しまし

た ◎

『ﾛ.

･精神疾患による教職員の長期休職を未然

に防止することを目的とした教職員へ

ルシーシステムを引き続き実施し、学校

職員のメンタルヘルス不全の防止に努

めます。

･今後も現状の長期休職の取得状況やスト

レスチェックの結果などを参考に、研修

内容や実施方法などを見直します。



【

~フ

＞教員とそれを支える多様な人材が連携し、チームとして学校運営に取り組む体制を言実

に整えることにより、教員の負担軽減を図り、教員が授業を中心とする教育活動に専念

し、子どもと向き合う時間を十分に確保できるようにします。

＞学校の教育力･組織力を向上させるため､多様な専門スタッフの配置を進めるとともに、

教職員一人ひとりの能力を活かすための適切な役割分担や、学校のマネジメント機能の

強化などを進めます。 、

＞学校教育活動の様々な場面で、多様な経験や専門性を持った地域住民をはじめとする外

部人材の活用を進め、地域や行政が学校運営を支える体制の強化を図ります。

＞平成29年度(2017年度）に行われる県費負担教職員の給与負担等の権限移譲につ

いて、円滑な移行に向けた制度設計を実施するとともに、この機会を捉え、本市独自の

学校教育・学校運営体制により、教育目標の実現に向けた取組みを進めます。

教育職員課
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－

教員

－

教員

の勤

く在キ

の勤

く在キ

平均平均

1919

一人当一人当たた

務時間を

先陸函小定時間の

時間数時間数

1月

り

務時間を除

鱗鱗蕊

1919

蕊蕊灘議灘議鵜灘;議
。 「部活動ガイドライン｣、 「学校における働き方改革プラ

ン」が浸透し、成果として現れています。

･新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休校措置により、

授業準備や校内における児童･生徒指導がなくなったこ

とに加え、中学校においては平日及び週末の部活動指導

の時間が減少したことも在校時間の縮減につながって

いると考えられます。

鶏灘鍵鍵灘
・改訂した「学校における働き方改革ﾌ○ラ

ン」を基に、各校が数値目標を定め、実

効性のある取組を行います。また、令和

2年度に引き続きワーキンググループで

′具体的な方策を検討しつつ、全教職員の

意識改革のために啓発活動を実施すると

ともに、令和2年度のモデル校における

取組を市内学校に水平展開し、数値目標

の達成を目指します。
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推進委

貝会

推進事業推進事業推進事業推進事業

の実施の実施の実施の実施

IIII
｢移譲に｢移譲に｢移譲に｢移譲に

関わる検

討委員会

でワーキ

ンググル

ープ」の

設置及び

検討

上記検討

に基づく

人員配置

関わる検

討委員会

でワーキ

ンググル

ープ」の

設置及び

検討

上記検討

に基づく

人員配置

関わる検

討委員会

でワーキ

ンググル

ープ」の

設置及び

検討

上記検討

に基づく

人員配置

関わる検

討委員会

でワーキ

ンググル

ープ」の

設置及び

検討

上記検討

に基づく

人員配置

》蕊脅

蕊
》蕊脅

蕊

｢チーム

学校」推

進委員会

設置

学校にお

ける働き

方改革プ

ランを策

定

鶴鶴
…蕊鐸

学校にお

ける働き

方改革プ

ランを改

訂

ワーキン

ググルー

プの実施

働き方推

進会議の

実施

’
２
一

2

－

学校現場

における

業務改善

の推進

業務改

善

｢勤務負

担軽減検

討会」の

提言を実

践

業務改善

検討会設

置

業務改善

の推進

｢移譲に

関わる検

討委員会

でワーキ

ンググル

ープ」の．

設置及び

検討

上記検討

に基づく

人員配置

｢チーム

学校」推

進委員会

設置

学校にお

ける働き

方改革プ

ランを策

定

外部機関

に委託

し、学校

現場業務

調査を実

施

外部機関

に委託

し、モデ

ル校での

取組を市

内中学校

に水平展

開する準

備を実施

順調

３
’

3

’

情報教育

機器の充

実(校務

用）

校務用P

Cの整備

整備率

84.7％

整備率

100%

整備率

84.7％

整備率

84.7％

整備率

84.7％

整備率

96.4％

整備率

96.4％
|||頁調

４
’

4

’

学校給食

費の公会

計化と

｢公金･準

公金管理

システ

ム｣の整

備

管理シス

テムの整

備

検討 運用 検討 検討 運用

6

運用 運用 達成

５
’

5リ

給与負担

等の移譲

給与負担

等の移譲

に伴う制hーlTジI』』'』

度の設計度の設計

と改善と改善

小･中学

校の学

級編制

及び教員

配置

非常勤

職員配

置事業

方針決定

各種既存

事業の見

直しにつ

いて方針

決定

運用運用 基準決定基準決定

実施実施
見直し完見直し完

了了

運用

新制度実

施

運用

実施

運用運用

実施実施

運用

スクール

サポート

スタッフ

と専科講

師を拡充

111頁調

順調
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、

１

･チーム学校推進委員会内に設置した5つのワーキンググ

ループにて、業務改善のための具体的な取組及び方向性

の検討をしました。また、働き方改革推進会議を開催し、

学校現場の意見や要望等を集約しました。これらを取り

まとめ、令和2年度末に「学校における働き方改革プラ

ン」を改訂しました。

1

。 「学校における働き方改革プラン」を基

に、各校が数値目標や重点取組項目を定

め、実効性のある取組を行います。また、

昨年度に引き続きワーキンググループ

で具体的な方策を検討しつつ、全教職員

の意識改革のために啓発活動を実施し、

｢勤務時間を除く在校等時間の月平均」

を令和元年度から10時間以上削減する

ことを目指します。

２

･外部機関にモデル校における取組の調査･分析を委託し、

業務仕分け及び改善方法について検討しました。

･モデル校における取組を水平展開すると

ともに、 「①働き方改革プラン改編｣、 「②

意識改革｣、 「③学校への調査・報告文書

改善｣、 「④学校業務改善｣、 「⑤IT活用に

よる業務改善」を柱に学校現場における

業務改善を推進します。

３

.第2次CABINETシステムの整備により教員への1

人1台の校務用PCの整備は実現しました。会計年度任

用職員等については、複数の職員が利用することができ

る共有PCを使用しています。

･共有PCの台数が不足する場合は、追加

‐配備を計画的に実施しより良い環境整

備を進めていきます。

4

･平成30年4月から運用を開始しました。

･学校給食薪（公金）と学校徴収金（準公金）を一括徴収。

管理することで、保護者の負担軽減と利便性の向上に寄

与しています。また、学校においては、事務処理方法の

統一化が図られ、指導業務時間の確保につながっていま

す。

･制度の適切な運用のため、システムの改

修や管理職に対する研修を実施します。

･学校給食聾については、徴収対策のさら

なる強化を図ります。

5

･学級編成と教員配固については、適正に運用・実施する

ことができました。

･非常勤職員配睡事業については、教職員の負担軽減を目

的としてスクールサポートスタッフを176名配置しまし

た。 ‘

･専門性の高い指導を実施するとともに、担任教員が児童

と向き合う時間を確保するため、小学校に専科指導のた

めの非常勤講師を増員し、75名配置しました。これまで

は音楽の講師を配置していましたが、令和2年度からは

新たに図工・家庭・体育の講師を配置しました。

･学校が直面する課題を解消するため、指

導方法の工夫改善や児童生徒支援等の

加配を国に要望するとともに、学校の実

情に応じた人的配睡を行っていきます。

･スクールサポートスタッフについては、

176名から228名に拡充するとともに、

新たに小学校専科講師を84名配置しま

す。

･学校規模に応じて、専科教員、専科非常

勤講師を組み合わせた教科担任制を検

討していきます。



－一

聴蕊

1

＞障害のある子どもと障害のない子どもが、ともに学ぶことができるよう交流及び共同学

習を推進します。

＞特別な教育的ニーズのある子どもが自立し社会参加していくために、教育環境を整える

とともに、その年齢や能力、かつ特性を踏まえた＋分な教育と支援の充実を図ります。

＞各学校における支援体制を充実させるとともに、指導にあたる教職員の専門性と資質・

能力の向卜春固ります。

＞早期からの教育相談や就学相談の充実とともに、個に応じた教育支援計画を作成し、福

祉や医療等の関係機関との連携を図り、継続性、一貫性のある指導・支援の充実を図り

ます。

教育支援課

露
麟
檸
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F レユー目グー学

:ll支援学校α

呆護者の割合

【主観指標、

文部科学省の調査が隔年実施となったため、 R1実績値は把握できません。

集計中であるため、 R2末実績値は把握できません(11月確定予定)。

主観指標であるため、 目標に対する達成率では評価しません。
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21

･令和元年度から微減となっておりますが、社会参加につ

いて具体的なイメージが持ちにくい第二養護学校(小学

部のみ）の保護者が76．3％であり、高等部のある2校

については82．2％でした。

･令和2年度はコロナ禍のため、進路学習の制限がありま

したが、高等特別支援学校では92.0%(前年度82.4%)

と向上しております。

･今後も、保護者を対象とした説明会や学習会等を年間計

画に位置付け、卒業後を見通した取組みを計画的に行っ

ていきます。

･進路指導を充実させ、本人・保護者との

意思疎通を図りながら指導をしていくこ

とで、理解を得られるようにします。ま

た、保健福祉局と情報共有し、保護者に

正確な情報が伝わるようにします。
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霞

1

・交流及び共同学習に関する教職員向けリーフレットを各校

に配布し、特別支援教育の周知・理解を進めています。

.特別支援学校の子どもが学区の小中学校と交流を行う居住

地校交流は、 40件実施しました。インクルーシプ教育シス

テムの理解促進につきましては、葉市特別支援推進基本計

画に含まれる取組として促進していきます。

…
･インクルーシブ教育システムの理解

促進のため、周知・理解を進めてい

きます。特別支援学校における交流

及び共同学習の充実を図るほか、小

中学校での交流マニュアルの作成な

どを検討します。

・コロナ禍でも実施可能な交流の方法

について検討します。

2

.特別支援教育指導員を40人配置し、配置対象児童生徒全員

の指導計画を作成しました。適切な支援を行うことにより、

学習態度や対人関係の改善、社会性の向上が見られました。

また、個別の教育支援計画を作成・活用することで、より

よい支援体制の継続を図っています。

｡特別支援教育介助員を10人配置し、 14校16名の児童生徒

に支援を行いました。進捗状況は「遅れ」 となっています

が、保護者、教員からのニーズに合わせて対応しており、

高い満足度を得ています。対象児童生徒の自立に向け、 ど

こまで介助を行うべきか、担任との連携の仕方などについ

て整理を継続していくことが必要です。

･指導員配置数（40人）を超える配置

希望があるため、増員を検討するとと

もに、すべての希望校に学校訪問相談

員または指導主事を派遣します｡本人

及び校内支援体制を把握し、指導・助

言を行っていきます｡未配置校につい

ても、訪問要諦や教員に対する相談、

各種研修等により、必要な指導・助言

を行います。

･対象児童生徒の障害が多岐にわたる

ため、状況を正確に把握し、一人一人

に応じた適切な支援をしていきます。

また、本事業の目標である「自立」に

向け、学校・保護者・介助員・行政が

連携を密にし、望ましい支援の在り方

を検討しながら進めていきます。

3

・保護者や学校からの要望に対応し、特別支援学級の設世を

進めています。

･今後も本人・保護者の希望を反映さ

せながら､特別支援学級等設置検討会

議で審議し、設置を進めていきます。

4

・対象児童1人に対し、登録ボランティア1人を9回派遣し

ました。新型コロナウイルス感染拡大の影響もあり、昨年

度と比べ派遣回数は減少しましたが、教職員や保護者の負

担軽減が図られ、対象児竜生徒からも好評を得ています。

･登録ボランティアの人員確保のため、

ホームページヘの掲載に加え、大学

等に対して本事業の周知を図りま

す。

5

･平成29年度より開催している「特別な支援が必要な子供の

就学説明会」は新型コロナウイルス感染症拡大により開催

できませんでしたが、個別の相談に応じることなどにより

就学に関する情報提供等を行いました。

･今後も就学に関係する機関との連挑

を図りつつ、就学相談に努めていき

ます･

． 「特別な支援が必要な子供の就学説明

会」については、新型コロナウイル

スの感染状況を踏まえて実施方法を

検討します。

6

･令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大により中止し

ました。

．特別支援学級の児童生徒が増加して

いることから､活勤の教育的効果を継

続しながら､適正人数で充実した活動

になるように､実施方法の見直しを検

討します。



一

。

＞いじめのない安全・安心な学校生活を目指して、児菫生徒への指導体制や教育相談体制

の一居の充実や教職員の指導力の向上を図るとともに、学校と家庭、地域等が課題や対

策を共有し、連携して取り組む体制を強化します。

＞学校が児菫生徒にとって自己の存在感を実感でき、精神的に安心していられる「心の居

場所」としての役割を果たすとともに、教職員が一体となり、いじめや不登校を生まな

いための予防策の強化を図ります。

＞子どもを取り巻くインターネットを含む社会環境や家庭環境の課題に対し、家庭や地域

社会、関係機関が連携した取組みを推進します。

＞不登校児菫生徒には、－人ひとりの実態に応じた系統的、段階的な指導・援助を行い、

学校復帰への支援を進めます。

教育指導課、教育支援課

些
軋童生徒勢

rる不登校

に徒の割合

※1 主観指標であるため、 目標に対する達成率では評価しません（中間見直しにより指標を変更した項目で
あるため最終目標は設定されていません)。

※2休校措置により 「千葉市学力状況調査」を実施していないため、RI末実績値は把握できません。
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千葉市学力状況調査

※1
63.1％

※2
66.9％

小
0.46％

(26年度末）

0.35％ 0.49％

(27年度末）

0.52％

(28年度末)

0.57％

(29年度末)

0.70％

(30年度末)

0.86％

(R1年度末）

×

中
2.38％

(26年度末）

2.20％ 2.49％

(27年度末）

2.67％

(28年度末）

3.05％

(29年度末)

3.42％

(30年度末）

3.59％

(R1年度末)

×

千葉市教育委員会教育支援課調べ

小
82.2％

(26年度末）

90.0％ 87.9％

(27年度末)

89.2％

(28年度末）

68.9％

(29年度末)

62.3％

(30年度末）

74-5％

(R1年度末）

×

中
80.3％

(26年度末）

8760% 89.6％

(27年度末）

91.7％

(28年度末）

81.8％

(29年度末）

66.7％

(30年度末）

61.3％

(R1年度末)
×

千葉市教育委員会教育支援課調べ
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灘蕊鍵蕊灘繍
周査と比較すると、いずれの学年も向上していま

E感を高めるため、児童生徒への適切な声掛けや

丁っています。また、集団活動の中で、個に応じ

壁設定することにより、所属意識を高めるような

佳奨しています。

耀灘蕊鶏
･努力が認められ、周りから蕊

とは学習意欲の向上につな力；

き続き、児童生徒が自己肯定

自信を持って活動に取り組泓

導を行っていけるよう、訪借

会を活用して助言します。

23

．不登校を解消した児音牛徒もいますが、不登校状態が前

年度から継続している児竜牛徒が多かったため､割合は

増加しています｡学校以外の相談機関等を利用していな

い促竜牛徒も増えており、個に応じた支援が十分でない

ことが増加の理由と考えます。

･不登校児竜牛徒の個の状況に応じた具体

的な指導と支援について、他機関との連

携を含め家庭、学校で情報共有し、個々

の状況に応じた支援体制づくりを促進し

…÷

衣9．

･長欠対策教育相談員の学校訪問により、

各学校の状況を把握し、校内支援体制や

支援方法についての指導助言の充実を図

ります。

24

･国のいじめ防止基本方針の改定（平成29年度末）に伴

い、 「いじめが解消している」 と判断される条件として

｢3カ月の見守りが必要である」等に変更されたため、

解消率が低下しました。また、いじめに対する正しい理

解が進んだことで、いじめ認知件数が増加する反面、安

易にいじめを解消したと判断せず､丁寧な見守りをして

いるため解消率が低下したと考えています。

｡いじめの積極的な認知が浸透したため、

認知件数が増加していることは評価でき

ることです。今後は、初期対応を丁寧に

行うことで、 さらにいじめの早期解消に

努めます。

.また、管理職のいじめ対応悉皆研修によ

り組織対応の必要性の理解を深めること

や､生徒指導調査研究委員会の報告書｢い

じめの積極的な認知とその対応」の積極

的な周知、学校からの要請に応じた校内

研修の推進に努めます。
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12校巡回

4人

30校巡回

4人

60校巡回60校巡回

4人4人

(111校）

4人

､全校配置､全校配置

(110校）(110校）

4人4人

達成

達成

不登校や

いじめに’

関する教

育相談の

実施

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

適応指導

教室の設

置及び運

営

5カ所運

営

6カ所運

営

(各区設

置）

LP稲毛

の改修工

事と備品

消耗品購

入を行っ

た。

LP稲毛

を開所

し、順調

に運営で

きた。

全行政区

の計6か

所を順調

に運営で

斗圭
cFｰ｡

全行政区

の計6か

所を順調

に運営で

きた。

全行政区

の計6か

所を順調

に運営で

斗圭
cJ￥ロ

達成
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･今後も各学校が参加する研修を継続

して実施します。また、令和2年度

発刊した読本「達人に学ぶ子供理解

力」を活用し、子どもの気持ちに寄

り添った指導の大切さを伝え、不登

校を未然に防ぐ意識向上を図りま

す。

｢専門研修」は新型

ましたが、初任者］

研修で「未然防止」

は新型コロナウイルス感染症拡大により中止し

初任者研修等の経年時研修や不登校支援担当者

然防止｜に関する内容の研修を実施しました。

1

･令和3年度より、小学校は35週から

37週へ､特別支援学校は35週から40

週へ配置時間を拡充します｡今後も効

果の検証を行いながら､配置時間の拡

充を検討します。

･小学校大規模校等43校の配置時間を、週3時間から4時

間に拡充しました。児童の心のケアをすることで、不登校

やいじめなどの未然防止や早期発見、早期解決を図りまし

た。

｡また、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、学校再開

後において、様々な不安やストレスを抱える児童生徒に丁

寧に寄り添うために、スクールカウンセラーの配置拡充を

行い、きめ細かに対応する体制を整えました。

2

､不登校児童生徒本人や保護者からの

相談に加え、不登校児童生徒の担任

や、支援にあたっている教職員から

の相談の充実を図ります。

･電話相談では県や夜間の委託業者と連携を図り、 24時間体

制で相談業務にあたり、児童生徒や保護者の各種相談に適

切に対応しました｡また､SNSを活用した相談を通年実施し、

中高生の悩みに対応しました。

3

コロナ禍の影響もあり、前年度より

通級児童生徒数は減少しています

が、依然として多くの児童生徒が通

級しています。 LPの管理・運営内

容の改善と、それぞれのLPでの取

組を共有し、支援の充実を図ります。

･すべての行政区に設置されたライトポート (LP)に120

名を超える児童生徒が通級し、学校生活への復帰や社会的

自立を目指す居場所としての機能を果たしています。
4

､
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5八の支援

鰹田 Q

＞社会的・経済的な事情にかかわらず、すべての子どもが、充実した教育を受けることが
できる教育環境の実現に向けて、多様な支援の充実を図ります。

＞外国人児童生徒や帰国児童生徒に対する日本語指導などの支援体制や受け入れ態勢の充

実を図ります。

＞家庭環境等の様々な要因から学力定言等が困難な児童生徒に対し、学習支援や相談体制

の充実に取り組み、学習習慣の確立や自ら学ぼうとする学習意欲の向上を図ります。

教育指導課

潔蔦躍舞蕊霧蕊蕊羅蕊溺霧艤蕊蕊蕊燕霧蕊蕊露蕊蕊蕊霧霧蕊蕊調

哨
弘
へ

定の割合

『羊観ｷ旨

※1 休校措置により 「全国学力・学習状況調査」を実施していないため、R2末実績値は把握できません。

※2 主観指標であるため、 目標に対する達成率では評価しません。
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蕊驚
9.0％

鳶議
10．7％

灘蕊騨識
10.7％ 9.0％

蕊羅
6.1％

鍵豊
※1

蕊
※2

中3 17.8％ 14.0％ 16.4％ 16=5％ 14.3％ ’ 13.8％
※1 ※2

全国学力・学習状況調査

26

日本語指導が

必要な帰国･外

国人生徒で指導

を受けている割

合

小
90.5％

(26年度末)

92.0％ 90.8％ 91.4％ 91.9％ 100％ 100％

◎

中
93.4％

(26年度末）

95．0% 93.7％

1 11

98.5％

1I

98.5％

F『

100％

『

99.5％三

◎◎

ハ 寺f 一坐L,蓋台

－

調

－

調;導課調べ調べ調べ千葉市教育委員会教育1



マ

当の取組みの状もi

目的を意識させ

方,明確に1〃弁り

全国学力・学習状況調査

hI･’隼摩耒宝措ｲ直の枳権

津の増刀ﾛ式語指導が必要な帰国・外国人生徒O

同数ですが、ボランティア等の協

た児竜牟徒ほぼ全員に対応しまし

で‐梧道時間数の確保や、多様化可

丑語の多様化に対しても、きめ細かな文

蚤ができるよう、大学やNPO団体とα

車携を強化するほか、 自動翻訳機の活斥

効果を検証します。また、 2か所体制と

1,方日本語指導涌級教室の適正な運用を

ダ
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1

教育支援課、学事課、教育センター、教育指導課

溌議灘蕊議灘蕊譲鰯蕊鰯灘議鍵蕊蕊鍵蕊
…も一騨翻

蕊蕊鐘蕊蕊識蕊

鱗
蕊

1

3

4
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〈クール

ノーシャ

レワーカ

ーの活用

スクール

ソーシャ

ルヮーカ

一の配置

4人 12人 4人 6人 6人 8人 10人

驚駕鐸鱸

順調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

外国人

生徒指 ’

導協力

員の派

遣

11人

13人

(協力指

導員の増

員）

11人

(勤務日

数拡充）

11人

(勤務日

数拡充）

11人

(勤務日

数拡充）

13人

(2人増

員）

13人

達成

日本語

指導通

級教室

の設置

lヵ所運

営
増設

1カ所運

営

需要、設

置場所調

査

増設を決

定

2カ所運

営

2カ所運

営
達成

eラーニ

ングの活

用

検討 運用拡大 検証中
検証結果

の考察

モデル事

業実施
実施 実施 達成
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灘灘灘蕊蕊

11

蕊蕊蕊蕊謹蕊騨溌溌蕊驚凝議灘 箪蕊

,スクールソーシャルワーカーの増員により、対応事案数I

増加しており、課題を抱えている家庭への支援が増えて↓

ます。 （対応事案数平成28年度：89件、平成29年度： 1

件、平成30年度： 106件、令和元年度： 142件、令和2f

度： 193件）

….*塀魯#窪霧#蕊識韓塑噌……錘聾辮

灘蕊蕊溌蕊蕊
識辮蕊蕊

･今後、対応事案数の推移等を参考に、

効果的な活用について研究します。

2

･就学援助の申請受付・審査・支給について、速やかに行っ

ています。

･入学前の3月に小学校入学準備金及び中学校入学準備金の

支給を行いました。

･認定審査の際、所得が生活保護基準

以下であることを認定理由の一つと

しています。平成30年度に生活保護

基準の引下げが実施されており､今後

の対応が課題となっています。今後、

保護者への影響がないよう､他の政令

指定都市等の状況なども踏まえ引き

続き検討していきます。

３

･令和2年度は、 13人の指導協力員が459人の指導等にあた

りました。児童生徒への日本語指導だけでなく、面談や家

庭訪問時の保護者への支援も行うなど、精神的なケアにも

大きく貢献しています。

･令和3年度から、指導協力員を2名

(中国語、スペイン語）増員し、体制

を拡充しましたが､訪問回数等は足り

ていません｡今後も指導協力員の増員

等、効果的な配置に努めます。

4

･令和元年度に、 2カ所目となる千城台東教室を開設しまし

た。 2カ所の教室に合わせて27名の生徒が通級しました。

･通学区域内の日本語指導が必要な生

徒の状況把握と具体的な入級手続き

の案内、支援を行います。また、入

級生徒・保護者・学校・通級教室の

連携を支援します。

5

･新型コロナウイルス感染拡大に伴う休校措置対応のため、

令和2年3月より先行的にドリル教材などの家庭利用を開

始しました。 自宅のPCなどからインターネットを介して

家庭学習ができるような環境を整えました。

･･全児童生徒に配備した1人1台タブ

レットPCを各家庭に持ち帰り、家庭

用Wi-Fiなどにつなぐことにより、

長期休業中も家庭学習に活用できる

ようになります｡新型コロナウイルス

感染症拡大等により休校になった場

合は､学校から家庭に向けたオンライ

ン指導にも利用することができます。



地。社会全体て子ともの える

蕊霧
噛跨
癖

鷲.＃
銅､

／

＞学校・家庭・地域・行政がそれぞれの役割と機能を果たしつつ、連携・協働により、地

域ﾈ十会全体で子どもの教育にあたる体制の実現を目指します，

＞本市にふさわしい制度設計のもと､各地域に応じた学校･地域の連携組織の設置を進め、

，地域の多様な人材の参画・協働の機会を創出するとともに、四者が相互理解と信頼関係

のもとに、子どもを支える体制の整備や支援を進めます。

＞子どもの成長を支える活動が人と人や、人と地域の絆づくりとコミュニティの活性化に

つながるような、好循環の実現を目指します。

学事課

の1迂浩

言副Iこ委刀L

丁民の割合

F観指標1

※1 千葉市まちづくりアンケート未実施のため、R1末実績値、R2末実績値は把握できません。

※2主観指標であるため、 目標に対する達成率では評価しません（中間見直しにより指標を変更した項目で

あるため最終目標は設定されていません)。
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’

i

28

学校と保護者学校と保護者

会･町内自治会

などが連携･協

働する体制がで

きていると感じる

会･町内自治会

などが連携･協

働する体制がで

きていると感じる

市民の割合市民の割合

【主観指標】【主観指標】
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､ ､息 ‘． ‘ 劇 ﾉﾒ
1 － ‐． 鴎

学事課、生涯学習振興課、企画課、教育支援課、教育センター、健全育成課

２言

／
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議灘蕊議鶏鶏議灘蕊議鶏鶏議灘蕊議鶏鶏議鶏鶏蕊
§
蕊

§
蕊

§
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蕊
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蕊
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蕊
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蕊
蕊鱈蕊蕊罰蕊鱈蕊蕊罰蕊鱈蕊蕊罰蕊鱈蕊蕊罰蕊蕊蕊

蕊灘溌溌蕊灘溌溌蕊灘溌溌蕊灘溌溌§§§灘

連携組

織の設

連携組

織の設

置置

艤蕊蕊溌蕊懸溌艤蕊蕊溌蕊懸溌艤蕊蕊溌蕊懸溌

学校支援

地域本部

小：2校

中: 1校

学校支援

地域本部

小：2校

中： 1校

学校支援

地域本部

小：2校

中： 1校

学校支援

地域本闇

小:34t

中・ワワホ
I ■~画し

コミュニ

ティ ･ス

クールの

モデル実

施

学校運営

協議会規

則の検討

学校運営

協議会規

則の検討

学校運営

協議会規

則の検討

瀧議慧灘
溌蕊

鍵
溌蕊

鍵瀧議慧灘
蕊驚溌蕊

鍵
溌蕊

鍵
溌蕊

鍵
溌蕊

鍵
溌蕊

鍵
溌蕊

鍵鍵瀧議慧灘
蕊驚溌蕊

鍵
溌蕊

鍵鍵
蕊驚溌蕊

鍵
溌蕊

鍵鍵

学校運営

協議会規

学校運営

協議会規

学校運営

協議会規

則の検討則の検討則の検討

議I鶴灘蕊
｜
塞
淘
礎
確
一

学校支援

地域本部

小： 10校

中： 6校

学校支援

地域本部

小: 16校

中: 10校

順調順調順調

千葉市版
コミュニ

ティ・スク

ーノレのモ

デル校の

千葉市版
コミュニ

ティ・スク

ーノレのモ

デル校の

千葉市版
コミュニ

ティ・スク

ーノレのモ

デル校の

決定決定決定

順調順調順調

実施日

数

活動支援

実施校の

拡充

一体型事

業実施校

の拡充

放課後子

どもプラン

の策定

21.2日/校21.2日/校

(H26)(H26）

ニーズ調

査の実施

ニーズ調

査の実施

従来型

22日／校

活動支援型

28日／校

17校

18校

策定

19.8日/校 19.8日/校19.8日/校

従来型

17.9日/校

活動支援型

25.8日/校

17校

1校

策定

従来型従来型

16,9日/校

活動支援型

28.0日/校

16．9日/校

活動支援型

28.0日/校

17校17校

6校6校

策定策定

従来型従来型

4.2日/校

活動支援型

4.2日/校

活動支援型

14. 1日/校14. 1日/校

17校17校

12校12校

策定策定

遅れ

達成

順調

達成

見交

換会の

開催

実施 拡充 実施 実施 拡充 拡充 拡充 ||頂調

予防と対

策の検

討･実践

検討 実践 継続 継続 継続
県協議会

への参加

県協議会

への参加
11頂調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 ||頂調

継続 継続 継続 続 継続 継続 継続 継続 順調
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･令和2年度は、予定通り新たに学校支援地域本部を10校高

置することができました。

･千葉市版コミュニティ・スクールのモデル校を1校決定し

実施に向けたスケジュールを確定しました。

蕊撫鳥…黒…塁熱議黙辱霞溌塞毒認謹鼻懸舞零溌灘．

･令和3年度も前年同様、新たに1(

での設置を予定しています。

･千葉市版コミュニティ・スクーノ1

条件整備と協働体制の強化を図！

す。
ーー

２２

･平成30年度に放課後子どもプランを策定し、放課後施策を

総合的・計画的に進めています。

･放課後子ども教室は、新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、活動が縮小され、実施日数が減少しました。また、

安全管理やプログラム開発など、地域の負担が大きいこと

が実施日数を増加する上での課題となっています。

･活動支援型は対象校17校を希望制により決定することで、

真に必要とされる支援を行いました。

．一体型事業は、アフタースクールとして本格実施に移行す

るとともに､6校から12校に拡充し、 「安全･安心な居場所」

と 「学びのきっかけ」の提供に努めています。令和2年度

に実施したアンケートでは、保護者、児童ともに8割以上

‘の利用者から「満足」 との回答が得られました。

･令和3年度に放課後子どもプランの

中間見直しを実施し、今後の放課後対

策について示します。

･放課後子ども教室は、総合コーディ

ネーターによる活動支援を継続する

とともに、引き続き対象校は希望制に

より決定することで､真に支援を要す

る学校に必要な支援を行い、実施日数

の増加を図ります。

･アフタースクール（一体型事業）は、

令和3年に18校に拡充するとともに、

令和4年度の6校拡充に向けた開設準

傭を実施します。

3

．より広く教育ニーズを把握するため、教育委員が直接意見

を聴く意見交換会を実施するとともに、平成30年度より設

置している「学校教育への提案」により、児童生徒や保護

者、市民の皆様から学校や学校教育に対する提案・提言を

受け付けました。

･対象者・対象団体やテーマを工夫し

ながら引き続き意見交換会を実施す

るなど、学校教育に関する広報・広聴

の充実に努めます。

4

･各学校では、教育センター作成の情報モラル学習教材の活

用や警察・関係団体による情報モラル教室等の実施により、

ネットトラブル防止に努めています。

･市独自の協議会を設置するのではなく、ネットトラブル等

の危機を早期に共有、集約、発信できる県の協議会に参加

することとし、新たな知見を収集しています。

･児童生徒だけでなく、保護者や地域

に対する啓発活動を一層推進してい

きます。また、青少年サポートセン

ターと協力して、ネット補導の体制

を構築していきます

・県の協議会への参加で得た知見を各

学校へ発信していきます。

5

･家庭における様々な悩みや子供への対応など、子育ての参

考となるように、市内の新小学校1年生、新小学校5年生、

新中学校1年生の保護者向けに作成しています。令和2年

度作成（令和3年配布）の資料では、家庭学習の習慣につ

いて、具体的な事例やリンク先を掲載し、内容を充実させ

ました。当該リーフレットは、毎年4月に各学校で配付し、

家庭教育の啓発資料として活用されています。

・当該リーフレットが各家庭で十分に

活用されるよう毎年内容を精査し作

成します。

6

･各中学校区（全54中学校区）の青少年育成委員会において、

危険箇所の点検、 レクリエーションやスポーツ活動、研修

会、環境浄化活動や補導点検、あいさつ運動、地区の環境

整備活動等を行うことで地域の青少年の健全育成につなが

っています。

・近年インターネットやSNSなどの情

報ツールの急速な普及やスマートフ

ォンなどの携帯端末の所持率の増

加、人間関係の希薄化等、青少年を

取り巻く環境が年々大きく変化し、

青少年が関わったり、巻き込まれた

りする事件・事故が増加している傾

向が見られます。地域の中核となっ

て青少年の健全育成に大きく寄与し

ている青少年育成委員会活動への支

援を継続していくとともに、 より一

層の活性化を促していきます。



’
(2)生涯学習

生涯学習分野については、平成28年度から第5次千葉市生涯学習推進計画に基づき
各種施策を進めています。なお、第5次千葉市生涯学習推進計画は平成30年度末に中

間見直し (P65， 66参照）を行ったため、見直し後の計画に基づき、 自己評価を行い
ます。

千葉市生涯学習推進計画の目標

市民が自ら学んだ成果を生かし、

活力あるコミュニテイを形成できる環境づくりを進める

～学びを通して地域がつながるまち千葉市～

｢成果指標｣における｢達成状況｣の記載について

各指標について、令和2年度末実績値の状況を3段階に分類します。

●

※数値データの出典などについては、各成果指標の右下に示しています。
ノ

｢アクションプラン｣における｢進捗伏況｣の記載について

各計画事業について、令和2年度末の状況を示します。

64

区分 説明（成果指標の達成状況基準）

◎ R2末実績値が最終目標値(R3末目標値）以上であるもの。

○

｢R2末実績値とH27末現状値の差」が「最終目標値(R3末目標値） とH27末現状値の差」に

対し80％以上であるもの。

※R2末実績値が最終目標値(R3末目標値）以上であるもの（区分。）を除く。

×
｢R2末実績値とH27末現状値の差」が「最終目標値(R3末目標値） とH27末現状値の差」に
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達成 R2末実績が最終目標(R3末目標）以上であるもの。

順調

計画に対し、概ね計画通り進捗しているもの。

･定量的に事業量を測れる事業は、最終(R3末）事業量に対し8割以上進捗しているもの。

･その他の事業は、 目標事業量からの遅延・乖離が生じていないもの。

遅、れ

計画に対して事業進捗に遅れが出ているもの。 「継続」で事業規模を縮小したもの。

･定量的に事業量を測れる事業は、最終(R3末）事業量に対し8割未満の進捗であるもの。

･その他の事業は、 目標事業量からの遅延・乖離が生じているもの。

休止 事業を休止し、次年度以降に再び実施する予定のもの。

中止 事業を中止し、今後も実施する予定のないもの。



【参考】中間見直しの概

1 計画の見直しにあたって、

（1）見直し実施の背景 ・ 9

第5次千葉市生涯学習推進計画は、平成28年度から令和3年度までの6年間を計画期間

としており、変化への対応と実行力のある計画とするため、計画の中間年度での見直しを行

うこととしています。

計画期間の後半3年間を、見直し後の計画に沿って事業を推進するために、過去2年間の

実績を踏まえ、平成30年度に計画の見直しを行いました。

（2）関連する計画との整合性

第5次千葉市生涯学習推進計画の見直しにあたっては、本計画と関連が深い、国の「第3

期教育振興基本計画」や、本市の「第3次実施計画｣、 「第2次千葉市学校教育推進計画」の

内容も踏まえ、これらの計画との整合性を考慮して見直しを行いました。

2計画の見直しの方向性

（1）成果指標について

ア実績評価について

平成28年度末及び29年度末の現状値を基に、評価及び分析を行いました。平成28

年度末及び29年度末の現状値を算出していない2項目については､生涯学習関係団体

アンケートを実施して平成30年度の現状値を算出し、分析を行いました。

イ見直しについて

アの評価検証を基に、必要に応じて目標値の変更を行いました。

｡

（2）アクションプランについて

ア見込及び実績評価について． 、

平成30年度末及び令和3年度末の事業の見込値､進捗状況を算出しました｡また、

取組状況について評価検証を行いました。

イ見直しについて

アの評価検証を基に、必要に応じて目標値の変更、アクションプランの追加を行い

ました。

65
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3見直しを行った成果指標・アクションプラン

（1）成果指標について

成果指標全10項目のうち､計画策定時の目標値と中間見直し時の現状値が大きく乖離

することから、 目標値の変更を行ったものは5項目です

）アクションプランについて ‘

ア目標値の変更

アクションプラン全41事業56項目のうち、 目標値の変更を行ったものは6事業8

項目です。

(2）

イ新規追加

新規追加したアクションプランは5事業5項目です。また、既存の事業に項目を追

加したものは、 3事業6項目です。

〆
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牛涯学習の普及啓発

蝿‘ ､蕊 .,夕 ~'' ． ．

市民が学びの楽しさ、大切さに興味・関心を持ってもらえるよう、様々な機会・手法を

活用して情報を発信し、学習のきっかけづくりにつなげます。

国・県・大学等､市以外が提供する学ぶ場についても積極的に情報発信し、学習機会の

拡大に努めます。

学習に関する各種相談を受け付けることで、スムーズな学びはじめ。学び直しをお手伝

いします。

＞

＞

＞

1 牛涯学習振興課

※1平成27年度末現状値は､平成26年9月に実施した｢インターネットモニターアンケート｣の数値を使用。

※2平成28年度末より、調査方法を｢インターネットモニターアンケート｣から｢WEBアンケート｣に変更。

※3平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。

※4平成28年度末に調査方法を｢WEBアンケート｣に変更した際､設問内容を変更したため､当初と比べ平成28年

度以降の数値が大きく変動している。
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生涯学習に関

する情報が充実

していると感じる

市民の割合

56.4％

※1

34-0％

※3

19.3％

※4
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提供

比較

提供

比較

P情報誌等各種媒体による学ぶ場と学ぶための情報

や、生涯学習イベントを継続して実施し、前年度と

し、 5．6ポイント上昇しました。

擁奮一義癖;…窪……蕊

･市民ニーズに応えた各種事業を実施する

とともに、SNSを活用した情報の発信や、

情報誌やチラシなどの発行回数を増加す

ることで、学習のきっかけづくりにつな

げ、生涯学習に関心のある市民の割合が

増えるよう努めます。

･SNSを活用した情報発信の拡充、情報誌

やチラシなどの発行回数の増加、公民館

の掲示板の活用など、各年齢層の利用者

に届くよう、様々な手法を活用した情報

発信を充実します。
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eラーニング

普及事業の

実施

検討 継続 実施 実施 継続 継続 継続 順調
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1

・生涯字:､首セングーでば

報の発信を行いました

関する情報など生涯学

･公民館では、
ホームペ

を行い、より見やすい

Facebook)を利用した

2

･生涯学習センターでは

涯学習に触れる機会を

ベントを実施しました

･公民館では、新
型コロ

民館文化祭は1館のみ

会を提供しました。

･科学館では、様々な
テ

コロナウイルス感染症

前予約や当日整理券を

3

･生涯学習センターに
お

て実施したオンライン

てeラーニングに触れ

’

… …取組霊

、 l w1tterfJracebooK&1史つた燕ﾉ坐情

。また、生涯学習広場において近隣大

学、社会教育施設等の講座や各種機関の実施する資格取得に

習情報を提供しました。

ージのリニューアル（令和3年3月）

ものとなるよう努めるとともに、市政

だよりや公民館情報誌、公民館だよりなどの発行により、学

ぶための情報の提供に努めました。また、 SNS (Twitter、

情報発信を一部公民館で行いました。

、壬症g子二百セングーーCは、与恢モ)#佐厩

して、市民に届く情報発信、生涯学

習情報の収集に努めます。

･公民館では、今後も継続して、生涯

学習情報を収集し、利用者が使いや

すく、分かりやすい情報を発信しま

す。

、まなびフェスタを開催し、気軽に生

提供しました。また、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響により実施回数や定員を減らしたもの

の、予防対策を講じた上で上映会、 コンサートなどを定期的

に開催し、生涯学習施設に気軽に足を運んでもらうためのイ

。

ナウイルス感染症拡大の影蓉により公

の開催となりました。代わりに、作品

展示等を通じて、生涯学習の意義や学びの楽しさを伝える機

ーマで各種講座を開催しました。新型

拡大の影響により実施回数や定員を減

らしたものの、オンライン講座を実施するなど、予防対策を

講じて実施しました。また科学フェスタメインイベントは事

配るなどして予防対策をしました。

･次年度以降も「まなびフェスタ」や

｢千葉市科学フェスタ」 といった生

涯学習イベントを開催し、生涯学習

の意義や学びの楽しさを伝える機会

として、継続的に取り組みます。 「公

民館文化祭」については、 コロナ禍

でも開催できる方法を主催者ととも

に検討していきます。

いて、民間事業者（スクー） と連挑し

動画学習サービスにより、 1年を通し

て学べる機会を提供しました。

･継続してオンライン学習サービスを

提供します。
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学びに興味を持った市民が学習活動をはじめるにあたって、快適で参加しやすい学習環

境の確保に努めます。

ICT等の活用を通した生涯学習施設の利用サービスの向上に努めます。

生涯学習施設等の保全・改修により、学習環境の維持・向上に努めます。

＞

シ
シ

牛涯学習振興課

…
※1平成27年度末現状値は､平成26年11月に実施した｢生涯学習関係団体アンケート｣の結果を基に算出。

※2平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。

※3 「生涯学習関係団体アンケート｣は各目標年度に実施のため､平成28.29.令和元年度､令和2年度は未実施。

※4平成27年度末現状値は､平成27年1月に実施した｢市民1万人のまちづくりアンケート｣の結果を基に算出。

※5 「市民1万人のまちづくりアンケート｣は3年に1回の実施のため､平成28年度は未実施。

※6 「市民1万人のまちづくりアンケート｣の質問内容削除により､平成29年度から｢WEBアンケート｣により調査。
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|考える市民の割合’ 生涯学習関係団体ｱンケート

4

生涯学習施設を年

1回以上利用した

ことのある市民の

割合

80.0％

※2 ※5

73.1％ 68.0％ 73.5％ 55.6％
×

WEBアンケート (X6)

4

･新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じた施設運営を

行いましたが、利用自粛により、前年度と比較し、 17.9

ポイント下降しました。

･学習環境の整備を進め、市民ニーズに応

じた各種事業を実施し、学習のきっかけ

づくりに努めつつ、新型コロナウイルス

感染拡大防止策を講じて生涯学習施設を

運営します。
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１
１

※平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。

二
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38.5％
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遅れ
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時間の拡

大
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ける休日

地区図書
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ける休日

分館にお

ける休日
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館の開館

時間の拡

大

分館にお

ける休日

地区図書

館の開館

時間の拡

大

分館にお

ける休日

開館の実開館の実開館の実開館の実開館の実
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犢橋公民

館の改築

犢橋公民

館の改築

基本設

計
供用

建設中

(H29年10

月供用開始

予定）

H29年10

月供用

開始

H29年10

月供用開

始

(H29の実

績再掲）

H29年10

月供用開

始

(H29の実

績再褐）

H29年10

月供用開

始

(H29の実

績再掲）

達成

冷暖房設冷暖房設冷暖房設冷暖房設冷暖房設
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備改修
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改修改修改修改修改修

トイレ改修トイレ改修トイレ改修

3館

備改修 (H26)

3館

備改修 （H26）

3館

(H26)

3館

(H26)

3館

（H26）

3館

(H26)

1館
トイレ改修

(H26)

1館
トイレ改修

（H26）

1館

(H26)

4館4館

(R3末ま(R3末ま

での累計）での累計）

12館12館

(R3末ま(R3末ま

での累計）での累計）

14館14館

(R3末ま(R3末ま

での累計）での累計）

(※）(※）

計1館

(H28: 1

館実施）

計4館

(H28:4

館実施）

計0館

(H28:実

施設計~）

計2館

(H29:l

館実施）

計2館

（H29:l

館実施）

計2館

（H29:l

館実施）

計6館

(H29:2

館実施）

計6館

（H29:2

館実施）

計6館
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館実施）

計4館
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館実施）

計4館

（H29:4

館実施）

計4館

（H29:4

館実施）

計2館

(H30:0

館実施）

計2館

（H30:0

館実施）

計9館

(H30:3

館実施）

計9館

（H30:3

館実施）

計6館

(H30:2

館実施）

計6館

（H30:2

館実施）

●●

計5館

(R1:3館

実施）

計l

(R1

実施

館

2館

計1O館

(Rl:4館

実施）

計6館

(R2:1館

実施）

計12館

(R2:1館

実施）

計22館

(R2:12

館実施）

達成

達成

達成
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『
鍵鶴鍵鶏鍵鍵霧議
畠涯学習センター、公民館ともに、稼働率は新型コロナウ

･ルス感染拡大による利用自粛によって、大幅に下降しま

,た。アルコール消毒、換気、諸室の定員制限など、感染

境大防止策を講じた施設運営を実施しました。

〃

灘灘議議蕊蕊
E学習センターでは、利用者の意見を

号に利用環境を整備するほか、夜間区

〕利用促進策として、令和3年度中に

I間前以降に利用する方に対して、夜

斗金を値引きするなどの対策を講じ

､きます。

島館では、利用しやすい施設とは何か

、う事を念頭に置きながら、今後も計

勺に施設の修繕を行い、感染症対策に

bることで、どのような利用者の方で

岳心して気軽に利用できる環境づく

置図ります。

2

･図書館が地域の「知の拠点」 として豊かな市民生活や本市

の発展に貢献できるように、実現したい図書館の未来像を

描き、逆算する形で取り組むべき施策を示す指針として、

新たな図書館計画「千葉市図書館ビジョン2040」を策定し

ました。

･平成29年3月に開館した「みずほハスの花図書館」におい

て、休館日である月曜日の開館を実現しました。

･新たな図書館計画「図書館ビジョン2040

(令和2年3月策定)」 に基づき、各年

度策定する事業計画において具体化す

る施設整備に併せ、開館時間の延長や祝

日開館の実現に向け取組みを進めます。

３

･信頼できる大人の見守りの中、 自然の中で自由に遊ぶこと

ができるプレーパークや､市民ボランティアが運営する「ど

こでもこどもカフェ」等の事業により、安心して活動でき

る子どもの居場所の確保に引き続き取り組みました。

･公民館では､これまで一部の館において､主に長期休業期間

などに空いている諸室やロビーを開放していましたが、新

型コロナウイルス感染拡大による休校の影響を受けた児童

生徒の学習支援として、令和2年5月下旬から全館におい

て、空いている諸室やロビーの開放を通年で実施しました。

。 「どこでもこどもカフェ」や「プレーパ

－ク｣、 「自習室の開放」など、子どもた

ちが気軽に立ち寄り、安心・安全に過ご

せる地域の身近な居場所を引き続き提

供します。

4

･利用者・関係者からの要望を受け、当初の予定を6か月前

倒しし、平成29年10月に供用開始しました。

5

・冷暖房設備や屋上防水改修は、中長期保全計画に基づき進

めています。

・ トイレ改修は洋式大便器への改造に特化して改修を進め、

洋式便器の設置率を早期に向上させるよう前倒しして進め

ています。

･既設公共施設の長寿命化及び効率的な保

全改修は全国的な課題となっています。

計画的な維持保全を行うための個別施

設計画の策定を進めています。



※1平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。

※2アクションプラン8｢干葉市科学館リニユーアル｣とアクションプラン9｢公民館への社会教育主事配置｣は平成30

年度末に行った中間見直しにより追加したアクションプラン。
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p央図書館。

E涯学習セン

『一等の改修

中央図書

館･生涯

学習セン

ターの改

修

南部青少

年センタ

一．みやこ

図書館白

旗分館

受水槽更

新工事

中央監

視装置

更新

(H26)

工事完

了済

工事完

了済

工事完

了済

実施設

計

実施設

計

、

H30年3月

工率完了

H30年3月

工率完了

H30年3月

工事完了

(H29の実

積再掲）

H30年3月

工事完了

(H29の実

績再掲）

H30年3月

工事完了

(H29の実

績再褐）

H30年3月

工本完了

(H29の実

綾再掲）

H30年3月

工事完了

(H29の実

績爾島）

H30年3月

工事完了

(H29の実

綴再掲）

－

達成

達成

休止

7

コミュニティセ

ンターの改修

外壁･屋

上防水改

修

空鯛･熱

源改修

劣化度溺

査

工事2館

(H26)

実施設計

l館(H26)

工事l館

(II26)

実施設計

1館

(※1）

実施設計

1館

工事l館

(※1）

3館

(Xl)

計工事0館

(H28:0

館実施）

計工事1館

(H28:1

館実施）

計2館

(H28:2

館実施）

計工率0館

(H29:0

館実施）

計工事】館

(H29:0

館実施）

計2館

(H29:0

館実施）

計工事1館

(H30:1

館実施）

計工事2館

(H30: 1

館実施）

計2館

(H30:0

館実施）

計工率1館

(R1:0館

実施）

計工郡2館

(Rl;O館

実施）

計3館

(Rl:1館

実施）

計工事l館

(R2:0館

実施）

実施設計l

館(R2: 1

館実施）

計工事2館

(R2:0館

実施）

実施設計1

館(R2: 1

館実施）

計3館

(R2:0館

実施）

達成

達成

達成

8

千葉市科学

館リニューア

ル(※2）

千葉市科

学館展示

リニューア

ルの検討

検討 検討 設計 順調

9

公民館への

社会教育主

事配置(※2）

公民館に

おける社

会教育主

事資格取

得者数

12人 13人 15人 20人 達成
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中央図書館・生涯学習センターのアトリウムガーデン屋根

防水､吊天井落下防止対策は平成30年3月に完了しました。

南部青少年センター・みやこ図書館白旗分館の受水槽更新

工事については、緊急性が低いとの判断から、改修が先送

りとなりました。

･施設利用者への影響を考慮しながら、効

率的な施設改修を検討します。

７

･中期保全計画に基づき､ ､計画的に施設改修を進めました。

、令和2年度は穴川コミュニティセンター大規模改修(外壁.

屋上防水、空調・熱源改修）実施設計を実施しました。

･今後も、計画的に施設改修を実施します。

8

･科学都市戦略の拠点としての機能を向上し、「科学都市ちぱ」

の実現を進めるため、千葉市科学館展示リニユーアル設計

を行いました。

・令和3年10月から、開館しながら順次

展示物のリニューアルを進めます（令和

4年9月末完了予定)。

９

･職員の専門性を向上することにより、社会教育活動を活発

化するため、公民館職員の社会教育主事資格取得を進めた

ことにより、令和2年度中に3名が新たに資格取得しまし

た。 ‘

･今後も社会教育主事講習に公民館職員を

積極的に推薦し、資格取得者の増に努め

ます。
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I｣史跡加曽利貝塚や千葉市の礎を築いた千茱比なと

頑に、 PR事業を継続的に実施しました。
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郷土の歴史や

文化財に愛着を

感じる市民の割

合

38.3％

※1 ’
59.0％

※2 ※3

55.7％ j7.0% 59.0％

◎

WEBアンケート (X4)
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生涯学習振興課、文化財課、文化振興課

年度の実績
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鰯鰯栄

1

加曽利貝塚

の特別史跡

指定

総括報告書

の刊行

総括報告

書の作成

総括報告

書の刊行

総括報告

書の刊行

総括報告

書の刊行

(H28の実

績再褐）

総括報告

書の刊行

(H28の実

績再褐）

総括報告

番の刊行

(H28の実

績再褐）

総括報告

書の刊行

(H28の実

綾再掲）

達成

2

文化財の保

存，活用の

推進

ゆかりの

家･いなげ

の改修

旧検見川無

線送信所の

修繕

市民ギャラ

リー･いなげ

(旧神谷伝

兵衛稲毛別

荘)の改修

屋卜肪水実

施設計．

基本設計

外壁等腐食

箇所修繕、

電気設備工

事完了

屋上防水及

び外壁補修

工事完了

耐震改修、

屋根防水改

修工事完了

尾ト防水改

修工事完了

実施設計

屋上防水改

修工事完了

(H28の実

績再掲）

耐霞改修、

屋根防水改

修工事

甑気股偏工

率実施股計

耐震改修、

屋根防水改

修工率完了

外壁等腐食

箇所修繕

耐震改修、

屋根防水改

修工事完了

遅れ

休止

達成

3

郷土の理解

を深める講

座-事業の

充実

加曽利貝塚

など縄文時

代の理解を

深める訓

座-事業

千葉氏など

郷土の歴史

の理解を深

める講座。

事業

1l事業

24事業

13事業

26事業

13事業

26事業

15事業

25事業

34事業

28事業

36事業

27事業

26事業へ

25事業．

達成

順調



牛涯学習振興課、文化財課、文化振興課
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1

・平成29年10月13日付けで特別史跡に指定されまし

た。

･加曽利貝塚の発掘調査や史跡整備を進める

とともに、新たな繩文体験の提供など来場

者のニーズを踏まえた事業を積極的に実施

します。

2

・ゆかりの家・いなげは、外壁が腐食し内部の土壁が露

出した部分を修繕しました。

・旧検見川無線送信所では、屋上防水工事を平成28年

度に実施したことにより、以後、雨漏りによる被害は

発生していません。

､市民ギｬﾗﾘｰ・いなげでは平成30年10月がら耐震

改修工事を2か年継続事業で実施していましたが､令

和2年3月に再開館しました。

･ゆかりの家・いなげは、令和元年度に入札

不調となった電気設備工事を実施します。

･旧検見川無線送信所は、区画整理事業地内

のため、再整備計画のスケジュールを勘案

の上、建物の劣化状況を注視しつつ、今後

の保存、活用を検討して参ります。また、

検討に当たっては、ワークショップを開催

し市民意見の取りまとめを目指して参りま

す。

･市民ギャラリー・いなげでは、工事完了を

踏まえ、安全のため同時に7人までとして

いた入館制限を緩和し、公開事業を促進す

るとともに、イベント等の開催場所とする

など用途拡充を図り、活用していきます。

３

･加曽利貝塚博物館では、新型コロナウイルス感染症拡

大の影響により、春まつりやナイトミュージアム等、

集客イベント等が中止となったものの、当初計画して

いた34事業のうち、 23事業は感染症拡大防止策を講

じながら、実施をすることができました。

･郷土博物館では、新型コロナウイルス感染拡大の影響

により、教育普及事業の一部は中止しましたが、一部

講座等については動画や冊子で公開するなど工夫し

実施しました。また、特別展「軍都千葉と千葉空襲」

など展示事業は予定どおり実施しました。また、市史

編さん事業では､明治期の史料をまとめた『千葉市史

史料編10近代1』を刊行しました。

･埋蔵文化財調査センターは、感染症対策として一部事

業については実施回数を増やして1回あたり人数を

減らすなどしながら、市内公共施設でのロビー巡回展

など郷土史関連事業8事業に加え､加曽利貝塚博物館

と連携した「加曽利貝塚現地説明会」など、縄文関連

事業を実施しました。

．なお、上記3施設については、学校と博物館等との連

携強化の一環として校外学習の事前学習や振り返り

の学習等での活用を目的に映像コンテンツ「千葉市の

不思議を学び隊！ 」を制作し、 YouTubeで公開しまし

た ロ

･加曽利貝塚博物館では、動物公園や県立中

央博物館、学校等と連携し、相互交流を伴

う事業を展開して参ります。ホームページ

に館長をはじめ、学芸員が担当するページ

があり、貝塚や博物館の情報公開を行って

います。 Twitterアカウント等による迅速

な情報発信に努めます。

･郷土博物館では、魅力ある事業を展開して

いく上で、その基礎となる調査研究を着実

に進められるよう、研究体制の充実に引き

続き努めて参ります。また、学校と連携し

たアウトリーチ活動の充実を図るととも

に、ホームページやSNSを活用し、郷土史

についての情報を祇極的に発信します。市

史編さん事業では市制100周年を記念して

市民向けの分かりやすい『千葉市の歴史読

本（仮称)』を刊行します。

･埋蔵文化財調査センターでは、加曽利貝塚

をはじめとする発掘調査の成果を遺跡見学

会や遺跡発表会で公表します。学校教育や

他施設との連携を図り、埋蔵文化財の活用

を積極的に展開するとともに、市制100周

年を記念して、市内から出土した各時代の

優品展を実施します。また、 さらなる情報

発信のため、 SNSやホームページの充実に

努めます。



「

※アクションプラン4｢縄文文化調査研究の推進｣とアクションプラン5｢特別史跡加曽利貝塚の魅力向上｣は､平成30

年度末に行った中間見直しにより追加したアクションプラン。
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4

縄文文化弱

査研究の推

進(※）

特別史跡加

曽利貝塚の

究明に向け

た発掘調査

調査概報

の刊行

調査

研究

実施

順調

5

特別史跡加

曽利貝塚の

魅力向上

(※）

加曽利貝塚

博物館の来

館者数

100,000人 77,222人 67,632人 33,500人 遅れ

唾侭

；
唾侭

；
裟営裟営

I■
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－

＝画
一
曲
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蔀#碗如豚

4

･平成29年度から令和元年度の3か年で、南貝塚700

㎡の範囲について発掘調査を実施しました｡それによ

り、加曽利貝塚は約5～3千年前の大規模な集落遺跡

として知られていましたが、より新しい時期まで関東

屈指の集落が存続していたことが明らかになりまし

た。

･令和2年度は南貝塚中央部の発掘調査に新たに着手し

幸1仁
←し’ｰﾛ

･令和2年度から令和‘4年度の3か年計画で

新たな地点825㎡について発掘調査に着手

しています。 マ

･平成29年度から令和元年度の調査成果につ

いて、令和2，3年度の2か年で整理作業を

実施し、令和4年度に調査報告書を刊行し

ます。

5

･令和2年度は新型コロナ感染症拡大の影響により

33,500人となり、令和元年度の67,632人と比べ減少

しました。小学校をはじめとした団体見学の中止・受

入制限、縄文春まつり、秋まつり、ナイトミュージア

ム等の大規模イベントの中止､緊急事態宣言期間中の

｢縄文体験プログラム」の中止などが減少の主な要因

です。

･一方で、春のミニイベントなど、コロナ禍での新たな

小規模イベントを企画・実施しました。

・平成31年2月に策定した「特別史跡加曽利貝塚グラ

ンドデザイン」に基づき、北貝塚住居跡群観覧施設の

建築改修工事や園路・サインの改修工事などを行いま

した。

･新博物館の基本計画策定に向け、展示体験計画の追加

検討を行い、中間取りまとめ案を作成しました。

･新たな来訪者を護得できるイベントや縄文

体験プログラムを企画・実施します。

･新型コロナウイルス感染症の状況を注視し

つつ、新たな生活様式に配慮した博物館運

営に努めます。

･便益施設の新築工事や復元住居の新設等の

史跡整備を行います。

･新博物館の整備・運営手法の検討調査を行

うとともに、縄文の森ゾーン・水辺ゾーン

での集客事業等の事業化検討調査を行い、

その成果を踏まえ、新博物館の基本計画を

策定します。



蕊蕊命菫三種唖藝墨二二二二

＞急速に変化・多様化する現代社会において、多岐にわたる市民の学習ニーズに対応する

ため、幅広い分野にわたる学習機会を提供します。

＞科学・技術に関する講座・事業を通して、市民のライフスタイルに科学が溶け込む環境

づくりを進めます。

＞様々な立場の市民が、生涯を通じて必要な知識・技能を身に付けられるよう、学び直し

を支援します。

＞子どもから子育て世代、お年寄りまで、様々な世代のライフステージに応じた学習機会

を提供します。

生涯学習振興課

※1平成27年度末現状値は､平成27年2月に実施した｢インターネットモニターアンケート｣の結果より算出。

※2平成28年度末より、調査方法を｢インターネットモニターアンケート｣から｢WEBアンケート｣に変更。
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6

公民館の講座

の参加者の満

足度

98.2％ 99.5％ 98.5％ 98.7％ 98.4％ 98.4％ 97.9％
×

受講者アンケート

7
｢科学都市ち

ぱ｣の認知度

38.6％

※1

50.0％ 55.6％ 56.7％ 47.5％ 47.0％ 41.3％

×

WEBアンケート (X2)



「

１ 新型コロナワイルス感染狂死大により

を中止したことから､例年より啓発機

め、前年度と比較し5．7ポイント下隠

ここ数年では下降傾向であるため、さ

に淫ある隣專がある↓'老黄主す-、

㎡

、
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定
年

;における課題や利用者のニーズを把握し、新型二

'イルス感染症拡大の影響を考慮しながら講座内タ

ミ施方法を見直しつつ主催事業を実施しましたが、

と比較し、 0.5ポイント下降しました。

L、感染症拡大による休館や一部講座の中止、講囚

i縮小などの影響により、アンケートの回答数は、

Eの約4割となりました。

課題、利用者のニーズ、不満だった

lを的確に把握したうえで、実施時期

)検討をするとともに、講座内容や実

I数を充実し、満足度の向上を図りま

、

･千葉市科学フェスタメインイベントや科

学館事業の充実はもちろんのこと、未来

の科学者育成プログラム等、児童生徒向

けの事業の充実を図り、 「科学都市ちぱ」

の認知度の向上を図ります。



－

生涯学習振興課、中央図書館、文化振興課、スポーツ振興課、教育改革推進課、高齢福祉課

ト
ー
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ト
ト
ト
ト
ｒ
ｒ
ｌ
ト
ー
Ｉ
※1平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。

※2アクションプラン6｢未来の科学者育成プログラムの充実｣の｢ロボット工学講座の実施｣は､平成30年度末に行っ

た中間見直しにより追加した項目。
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灘
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灘
陸続 順調順調

蕊蕊灘議溌灘蕊

鰯鱗識鶏議

継続 継続 継続継続継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

継続 継続 継続継続継続 ’ 継続 -継続 継続 継続 継続 順調

｢(仮称)瑞

穂情報図書

センター｣の

整備

検討 口 供用供用供用
H29年3月

28日供用

開始

供用． 供用 供用 供用 達成

継続 継続 継続継続継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

未来の科学

者育成プロ

グラムの実

施(ジュニア

講座受講者

数）

ロポットエ

学講座の実

施(中高生

対象講座）

(※2）

実施

拡充

(100人）

（※1）

拡充

(100人）

(※1）

拡充

(100人）

(※1）

拡充

(100人）

(※1）

拡充

(100人）

（※1）

拡充

（100人）

（※1）

拡充

(100人）

(※1）

|‐4講座4講座4講座4講座4講座4講座
拡充拡充拡充

実施

（受講者

数減）

実施

（受講者

数減）

71人

2講座

159人

3講座

25人

2講座

遅れ

遅れ



生涯学習振興課、中央図書館、文化振興課、スポーツ振興課、教育改革推進課、高齢福祉課

口
刀を身

図書蛇

講者ア

刀を身

図書蛇

講者ア

イア芸術振興琴

若者が文化芸＃

また、チバリア

実
の
の
皇

トソロ己／二

虻化事業0

挫症拡大E 劃‘苣力魁ら牛

広大防止0広大防止0

の花図書館)」

加え、 自動負

のICT機器

う図書館とし

〕月に供用を

果検証結果に

画（現：千葉

て活用し主し

稲穂情報図書センタ

強がら読書を楽しば

ブレット端末及びテ

たサービスの導入え

川区得所1階に轄侭

b型に

鑿左

たな取組を↑

、平成29年

花図書館の身

たな図書館壱

墓碑沓料とI

０
イ
叱
士

肩3次実施后

ジョン2040

仕

７

生涯字音センターでは、子どもを対象にした講思

内の高等専門学校と連携したイベントを1件開＃

公民館では、新型コロナウイルス感染拡大の影響

座数は前年度を下回りましたが、幅広い年代に臆

連学習講座を64講座実施しました。

牌学館では、館内の講座や企画展の他、館外でα

のアウトリーチ活動などにより、日常に科学が辰

実施しています。平成30年度より小学校への科

「おもしろ教室Iを始め、令和2年度は14回実

極大0翌ﾆコロフ

25人の

本制の確

謨取組み
十千蓋

の巽万

極大α〕号ユコロフ 'ノイ

49人の参力「

83

鰈舞

鶴鶏
…ず
騨減
難藤

輝
蕊:

鰈舞

鶴鶏
…ず
騨減
難藤

輝
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ヨヒ〆グー児しよ、おl圭一』Lユ ノソ〆l ノレノ、必蓉木皿ミノ、Yｰ生ソ、

里数は前年度に比べて約半減したものの、防災、医療・

国際理解、高齢者関係、家庭教育など様々なテーマで講

崔したほか、コロナ禍でも市民への学習機会を継続して

るため、新たにオンライン形式での講座を一部実施しま

では、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、昨

七べて、講座数は約半減したものの、情報(ICT) ･

景境・健康・消費生活・歴史・国際交流など、現代的な
潟する講座を実施し、社会の中で自立して、生涯にわた

きる力や地域の課題解決を主体的に担うことができる

こ着けた人材の育成に努めました。

では、 11月にビジネス支援講座や市民講座を開催し、受

ンケートでは概ね好評を得ています。

蕊錘鍵鍵譲鍵
ロ可1交DJ山甥味廼一T牛U、-日一ハと

把握し、多くの市民が参加しやす

い学習機会を提供します。

･チバリアフリーアートプロジェク

卜等のオリンピック・パラリンピ

ックを見据えた文化芸術事業やメ

ディア芸術振興事業等の子ども若

者向け文化芸術事業を継続して実

施していきます。

･スポーツ推進計画に基づき、引き

続きライフステージに応じた各種
スポーツ施策の取組みを継続しま

す。

･開館後の利用統計を通じ、新たな

図書館のモデル事例として検証を

継続し、今後の施設整備を進める

際のデータとして活用します。

･公民館や生涯学習センター、科学

館などで、科学都市戦略事業方針

に基づき、科学関連学習事業を継

続して実施します。

･ジュニア講座では、 5．6年生対象

の講座に加え、小学3．4年生対象

の講座を増設します。また、電子

申請システムによる受付を推進し

ます。

・ロボットエ学講座は、令和3年度

は4講座を実施する予定です。



灘
7 1ｷｬﾘｱ教 ｜ｷｬﾘｱ教 ｜検討 ｜実施 ｜実施 ｜実施 ｜実施 ｜実施 ｜実施 ｜順調

音の推進 ｜青の推進 ｜ ’ ’

遅れ

達成

順調

達成

遅れ

遅れ

達成

達成

順調

※1平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。

※2アクシヨンプラン8｢放課後子ども教室の推進｣の｢活動支援実施校数｣、「－体型事業実施校数｣、「放課後子どもプラン策

定｣は､平成30年度末に行った中間見直しにより追加した項目。

※3休校措置により｢千葉市学力状況調査｣を実施していないため、R1末実績値は把握できない。
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"

実施日数実施日数

活動支援実活動支援実

施校数施校数

(※2）(※2）

一体型事業一体型事業

実施校数実施校数

(※2）(※2）

放課後子ど放課後子ど

もプラン策もプラン策

定(※2）定(※2）

21.2日/校

(H26)

従来型従来型従来型従来型従来型従来型従来型

22.0日/校

活助支援型

28.0日/校

22.0日/校

活助支援型

28.0日/校

22.0日/校

活助支援型

28.0日/校

22.0日/校

活助支援型

28.0日/校

22.0日/校

活助支援型

28.0日/校

22.0日/校

活助支援型

28.0日/校

22.0日/校

活助支援型

28.0日/校

(※1）(※1）(※1）(※1）(※1）(※1）(※1）

17校17校17校17校17校17校17校17校

18校18校18校18校18校18校18校18校

策定策定策定策定策定策定策定

19_8日/校19.8日/校

’’’
’’卜

19_8日/校"」口
従来型従来型従来型従来型従来型

17.9日/校

活動支援型

25.9日/校

17.9日/校

活動支援型

25.9日/校

17.9日/校

活動支援型

25.9日/校

17.9日/校

活動支援型

25.9日/校

17.9日/校

活動支援型

25.9日/校

II 17校17校17校17校17校17校
1校1校1校1校1校1校

’ 策定策定策定策定策定

従来型従来型

4.2日/校4.2日/校

活動支援型

14. 1日/校

活動支援型

14. 1日/校

17校17校

12校12校

|’
策定策定

(H30の実(H30の実

績再掲）績再掲）

－
９
’

9

’

子ども読書

活動の推進

読書習慣の

ある児童生

徒の割合

(小学5年

読書習慣の

ある児童生

徒の割合

(小学5年

生）生）

読書習慣の

ある児童生

徒の割合

(中学2年

読書習慣の

ある児童生

徒の割合

(中学2年

生）生）

1か月間に

読んだ本が

0冊の児童

生徒の割合

1か月間に

読んだ本が

0冊の児童

生徒の割合

(小学生）(小学生）

1か月間に

読んだ本が

0冊の児童

生徒の割合

1か月間に

読んだ本が

0冊の児童

生徒の割合

(中学生）(中学生）

％
印

２
２

。
Ｈ

５
く

４

’ 52.5％52.5％52.5％52.5％52.5％52.5％52.5％

ｊ

淵
６

９
２

．
Ｈ

６
く

４

’ 52.5％52.5％52.5％52.5％52.5％52.5％52.5％

1.1%

(H26)
0．8％0．8％0．8％0．8％0．8％0．8％0．8％

7．9％

(H26) ’ 5.5％5.5％5.5％5.5％5.5％5.5％5.5％

’’ 46.0％46.0％"

44.4％44.4％44.4％

II 0.6％0.6％0.6％

2.8％2.8％…

48. 1％… ’ 44.0％44.0％44.0％44.0％44.0％

44.5％44.5％ ’ 43.0%43.0％43.0％43.0％43.0％

0.4％0.4％ 0.3％0.3％0.3％0.3％0.3％

1.6%… 1.3%1.3％1.3％1.3％1.3％

46.0％46.0％

44.2％44.2％

II

0．3％0．3％

2.6％2.6％

㈹
一

10

青少年教

育･少年教

育事業の

実施

継続 継続
I ’ 継続継続継続 継続 継続 継続継続 継続
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'｣､中学校では、児童生徒の

業系専門高校等の学校訪借

の充実券回りました、

平成30年度に放課後子どもプランを策定し、放課後施

を総合的・計画的に進めています。

攻課後子ども教室は、新型コロナウイルス感染拡大によ

活動が縮小されたため、実施日数が減少しました。また

安全管理やプログラム開発など､地域の負担が大きいこ

が実施日数を増加する上での課題となっています。

号動支援型は対象校17校を希望制により決定することで

真に必要とされる支援を行いました。

一体型事業は、アフタースクールとして本格実施に移行

るとともに、 6校から12校に拡充し、 「安全・安心な居

所｜ と「学びのきっかけlの提供に努めています。令称

一卜では、保

PI との回軽

読吾の帳を1ム

員境の整備へr

已童生徒の割合

ナハぐナFスイ甫佗

取組みを1

年齢（堂を

×広し、 両

彗習慣の3

村広

昨ｲ兵

の普肢

雪のH寺借壬了幸6

ｿだ本が0冊の児童生徒の割合は砺

菩や朝読書など、学校での取組みa§

庫験をヰ娃字言セングーでは、 ：

した講座を10講座実力

昊館では、新型コロナ’

数や受講者数は前年度

体験できない体験学習

響で実施謂

佼や家庭て

140講座実

正大C

４

．
写挫を実施し

上し．異年齢0 律牟
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鱗蕊蕊穰蕊蕊鱗蕊蕊穰蕊蕊 鍵|嬢

鐸錘辮

鑑
霧;蕊

ども向けを1講座、シニア・

里実施しました。

ニーズに応じ、企業・団体、

|を実施するなど､キャリア教

鍵蕊灘
学習センターでは、引き続き関

|とも連携し、実施します。

'学校では、経済部、労働局と連

学校訪問に協力する企業・団体

らに拡充するようにしていき

･令和3年度に放課後子どもプランの中

間見直しを実施し、今後の放課後対策

について示します。

･放課後子ども教室は、総合コーディネ

－ターによる活動支援を継続するとと

もに、引き続き対象校は希望制により

決定することで、真に支援を要する学

校に必要な支援を行い、実施日数の増

加を図ります。

・アフタースクール（一体型事業）はく

令和3年に18校に拡充するとともに、

令和4年度の6校拡充に向けた開設準

備を実施します。

・子どもの読書活動の推進を図るため、

「団体貸出」や「セット貸出」により

図書資料の有効活用を図るとともに、

「図書館見学｣、 「おはなし会｣、 「調べ

学習」など体験を通した学びを支援し

ていきます。

.また、令和3年3月に策定した第4次

子ども読書活動推進計画に基づき、図

書館システムを通した学校との連携に

ついて検討していきます。

・今後も利用者ニーズを把握しつつ、多

様な体験学習機会の提供を継続的に実

施します。



※1アクションプラン11｢家庭教育支援事業の実施｣の｢｢子育てママのおしゃべりタイム｣の延ぺ参加者数｣は､平成30年

度末に行った中間見直しにより追加した項目。

※2アクションプラン13｢公民館主催講座の拡充｣は､平成30年度末に行った中間見直しにより追加したアクションプラ

ン。
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口

灘豊熟蕊謡

家庭教了

支援事言

の実施

三
コ
可
い
盲
屋

｢子育てマ

マのおしや

｢子育てマ

マのおしや

｢子育てマ

マのおしや

ペリタイム」

の延べ参加

ペリタイム」

の延べ参加

ペリタイム」

の延べ参加

者数(※1）者数(※1）者数(※1）

21館

(H26)

一
爵
一
…
一

一
爵
一
…
一

28館館

惑豊溌漁欝溌鐙脅蕊蕊溌蕊謹遼蕊謹蕊灘頚蕊蕊箪
繍議繍議

蕊蕊箪
繍議

蕊蕊箪綴識
謹蕊謎謎蕊畷溌謹

蕊鍵蕊鱸鱸露|灘
…

蕊足一向､唾

や

…謹鐸

22館 ’ 22館 ’ 22館22館22館 22館 22餅22館22館 22館22館 22館 22餅22館22館 22館22館

2,500人

一

議篭
一

議篭

1,925人1,925人1,925人1,925人 1,677人1，677人…

ｒ
“
ｆ

生きがい

づくり･仲

間づくり、

健康･福祉

に関する

講座の開

催

実施 拡充 実施 実施実施 拡充

主催講座の

実施･拡充

(※2）

900講座 I 972講座 1,085講座

鐸燕錨錨

11

鐸燕

11

溌蕊霧蕊蕊蕊蕊議蕊蕊蕊蕊蕊|§

一

･家庭教育の支援や子育ての不安や悩みを解消するため、 ’十首

てママのおしゃべりタイム」を公民館で実施しました。当該事

業の担い手である子育てサポーターや地域の子育て世代のニ
ーズに応じ、実施回数や場所を調整しています。少子化や就労
家庭の増加により参加者数は減少しており、実施館数の増加に
は至っていません。

･令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大により活動が縮小さ
れ、実施回数・参加者数は減少しました。 ’

一。引き続き、人材の碓1禾江との天地

体制を強化しながら、地域の子育

て世代のニーズに応じ、実施回数

や場所を調整していきます｡また、

子育てサポーター間で情報交換を

し、よい取組みを共有します。

12

．生涯学習センターでは､高齢者の生きがいづくりや健康づくり、

相続に関する講座を合わせて3講座実施しました。
･公民館では、新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施講座数
や受講者数は前年度を下回りましたが、健康セミナーや終活講
座などの高齢化社会に対応した講座を65講座実施しました。

．いきいきプラザ・センターの高齢者福祉講座は、新型コロナウ

イルスの感染拡大により、延べ2，624人の受講にとどまりまし

たが、健康増進や生きがいのある生活を送るための役割を担っ
ています、

･今後も社会の変化を注視しながら、

利用者ニーズを把握し､継続的な
学習機会の提供に努め、引き続き

高齢者の健康増進や生きがいあ

る生活が送れるよう支援します。

1列
」し

｡幅広い学習ニーズに応えるため、関係機関と連携・協力を行い、

様々な講座を実施しました。当初は1，224講座を計画していま
したが、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休館や利用制限
の影響により、令和2年度の講座数は大幅に減少しました。

･今後も利用者ニーズを把握し、オ

ンラインを活用した開催方法も

検討しながら、学習機会の提供に
努めていきます。
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地域における学習活動の活発化を図るため､専門的知識を持つリーダーをはじめ､地域・

団体活動のリーダー、ボランティア等の人材を育成します。

講座などの学習活動をきっかけとして仲間づくり、絆づくりを進め、学習活動の担い手

の育成につなげます。

＞

＞

生涯学習振興課

※1平成27年度末現状値は､平成26年9月に実施した｢インターネットモニターアンケート｣の結果より算出。

※2平成28年度末より、調査方法を｢インターネットモニターアンケート｣から｢WEBアンケート｣に変更。

フイルス感染拡大により、生畦字音センター

各種講座の実施数が減少しましたが、 「地元

牧材してもらう方法｣講座など団体活動の淀

とした講座を実施し、前年庶と比較し、 5．9

スを踏まえボラ

講座の充実を区

ア等の活動にづ

動場所の率掘な而
酉
管

日
零
柵
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市民のボランテ

イア活動･地域

活動への参加

状況

30.0％

’
21.9％

戸

13-5％

’ "|竺
WEBアンケートM2)



生涯学習振興課、高齢福祉課等
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却弾錘､

舟露討

議霧

驚蕊
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識鳶凝

議
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司体･グル

一プ活動の

ノーダーの

養成･育成

指導者養成

研修

＊延受講者

指導者養成

研修

＊延受講者

数数

333人
400人

(H26)

人⑳

賢
浄

畳
語

鴬

鴬

；
;;
露

》
一

灘
一

”400人

識灘
L 347・347人347人364人 316人 364人 遅れ

ちぱ生涯学

晋ボランティ

アセンター

登録者数

1,634人
2，000人

(H26)
2,000人 …2,000人 1,697人 1,743人 l･,834人 1,802人 遅れ

家庭教育支

援チーム数

子育てサポ

ーター人数

2チーム

(H26)
4チーム4チーム4チーム4チーム

33人

(H26)
42人42人42人42人42人42人42人

1－4チーム 1－4チーム 1－4チーム

36人36人36人

2チーム2チーム2チーム

39人39人39人

2チーム,…

35人35人

2チーム

37人

3チーム

37人

②

遅れ

遅れ

健康･福祉・

介護予防等

に有用な実

践的講座の

開催

ゞ実施 拡充拡充 実施 実施 拡充 拡充 実施 順調



生涯学習振興課､高齢福祉課等
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芦習センターでは、 リーダーとしての資質向上

裳がる内容の研修事業を展開しました。団体活

コミュニケーション能力の向上や広報の方法

背者を集めることができる内容ではないことべ

や放課後子ども教室コーディネーター等の受

艮定される事業もあるため、受講希望者は目標

)動ったものの、団体活動に重要な研修の提供に

また、新型コロナウイルス感染症の影響によ

極予定講座のうち、 PTA役員向けの講座が中止

とも影響しています。

宮では、団体．グループ活動のリーダーの養成

を実施しましたが、新型コロナウイルス感染拡

這施講座数や受講者数は前年度を下回りました

生涯学習センターでは、受講者のニー

ズを把握して、指導者として必要な資

質を高めるための研修を実施します。

また、団体活動活性化に必要とされる

コミュニケーションのとり方に目的

を置くなど、活動に関わる方が積極的

に参加できる研修を実施します。

公民館では、引き続き、地域活動に役

立つ講座を実施し、指導者養成に取り

組んでいきます。

2
■

･ちば生涯学習ボランティアセンターの登録者数は着実に増

加してはいますが、高齢化や団体の活動停止等による減少

の影響もあり、大幅な増加は困難となっています。

．引き続き、合同説明会の開催等を通し

て、他の施設・団体が所管するボラン

ティア等との連携・協働を図るととも

に、ボランティアセンターの広報活動

の充実に努めます。

３

･令和2年度に新たな家庭教育支援チームを立ち上げ、支援

の範囲を拡大しました｡地域団体(育成委員会やPTAなど）

との会議や共催で行う学習講座などを行っており、地域と

のつながりを深めつつ地域人材を育成しています。

．また、子育てサポーターによる「子育てママのおしゃべり

タイム」は、子育ての悩みなどを相談できる場所として認

知されてきており、今後も継続的な需要が見込めます。し

かし、就労されている方の負担などが理由で、チーム数や

サポーター人数は目標値に至っておらず、特に家庭教育支

援チームは臨床心理士や保育士等で構成されるため、人材

の確保が課題となっています。

･人材の確保については、引き続き、公

民館や学校の協力を得て、子育てサポ

ーターや青少年育成委員等の既存の

家庭教育関連団体に適切な人材の紹

介を呼びかけるとともに、チームが開

催するイベント等についてもより一

層の広報PRに努め、参加者を含めよ

り幅広く参画を働きかけていきます。

4

･公民館では、新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施講

座数や受講者数は前年度を下回ったものの、健康セミナー

や終活講座などの高齢化社会に対応した講座を実施しま
1老
いJｰ⑨

．いきいきプラザ・センターの高齢者福祉講座は、新型コロ

ナウイルスの感染拡大により、延べ2,624人の受講にとど

まりましたが、健康増進や生きがいのある生活を送るため

の役割を担っています。

．引き続き、高齢化社会に対応した講座

を実施するなど、高齢者の健康増進や

生きがいがある生活が送れるよう支

援します。



蕊露堯蕊壼蕊霊二二二二三二I

＞学習の成果を社会・地域に還元できるよう、様々な活用方法や機会を提供します。
＞ボランティア等が市民の学習ニーズに合わせて活躍できるよう、支援が必要な者とのマ
ッチングや活動紹介等の機会を確保します。

＞ボランティア等が自ら積極的に活動・情報発信できるよう、拠点となる場所を確保しま
す。

生涯学習振興課

※2平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。

※3 「生涯学習関係団体アンケート｣は各目標年度に実施のため､平成28.29･令和元年度･令和2年度は未実施。

百蝉JI-扉雷〃凸山と

舌動での学習活、

fアを地域につオ

分圧旦大,刊h1寵ヒァ;圏〒

百蝉JI-扉雷〃凸山と

舌動での学習活、

fアを地域につオ

分圧旦大,刊h1寵ヒァ;圏〒
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生涯学習関係団体アンケート

…ー…鍵……灘錘韓､鐸鼬’

.引き続き、学習の成果を地域に還元する

機会や、ボランティアと市民のニーズと

のマッチングなどの施策を進めます。



生涯学習振興課、文化財課、中央図書館等
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雫
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市

供

民自手作

画講座や施

設ボランティ

アによる学

習機会の提

継続 継続
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順調

2

学習成果の

発表機会の

提供

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調
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1

･生涯学習センターでは、市民自主企画講座8講座を開催し、

市民が学習成果を還元する機会を確保しました。なお、施

設ボランティアによる講座およびパソコン等の相談会は新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため年間を通して休止

しました。

･公民館では、サークル設立につながる主催講座を開催し、

サークル活動での学習成果を参加者が講師となって講座を

開催する等、学習成果の還元につながる事業を実施しまし

た ｡

･科学館では、ボランティアによる企画講座を15回企画して

いましたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、 1

回のみ実施し、 30人が参加しました。

･加曽利貝塚博物館では、ボランティアガイド6人が30人に

対して博物館及び野外観覧施設の解説を行いました。新型

コロナウイルス感染症拡大の影響により、 11月のみの実施

となったため、ボランティアガイドの参加者数は減少しま

した。また、イベント等での縄文体験（火おこし体験）は、

来館者との接触が前提となるため、感染症拡大防止のため

中止としました。

･郷土博物館では、例年、 3階常設展示「千葉氏の興亡と妙見

信仰」を中心に、ボランティアによる展示解説を実施して

います（登録者数71人）が、令和2年度は新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により中止しました。

･図書館では、育児サークル・保育施設・学校等の読み問か

せへのボランティア派遣を実施しました。新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響により、実施回数は例年に比べて減少

1チ苧
レクダー。

活動場所： 5か所

活動回数： 5回

活動人数:20人

･市民自主企画講座や、ボランティア

による展示解説・案内・読み間かせ

を継続して実施します。

２

・生涯学習センターでは、新型コロナウイルス感染症拡大に

より、プログラムの参加者を事前申込制にするなど規模を縮

小して学習団体の学習成果を発表する機会となる「まなびフ

ェスタ」を開催しました。また、生涯学習ボランティアの活

動紹介や学習成果の発表の場なる「ボランティアフェア」は

ステージ発表をビデオ収録に変更するなど、例年と内容を変

更して実施しました。

･公民館文化祭は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より1館のみの実施となりましたが、館内に作品を展示す

るなどして、学習成果の発表の場を提供しました。

｡引き続き、学習成果の発表の場を提

供し、市民による自主的な学習活動

の普及・啓発を支援します。
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青少年交流

事業の実施
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

4

ボランティア

センター等

における．

一ディネート

の実施

ちば生涯学

晋ボランテ

ィアセンタ

ーにおける

ｺーディネ

一卜

198件

(H26)
260件 231件 221件 234件 262件 123件 遅れ

5

生涯学習ボ

ランティアの

活動場所の

提供

生涯学習セ

ンター内に

ボランティ

ア活動スペ

ースを提供

検討 実施 実施 実施 実施

I

実施 実施

1

順調
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･生涯学習センターでは、青少年団体に生涯学習施設を貸し出

し、青少年の自主的な活動及び異世代交流による健全育成を

図りました。

･公民館では、青少年団体へ施設を貸し出すことにより、青少

年の自主的な活動を促しました。

･南部青少年センターでは、感染予防対策を行ったうえで4講

座を実施し､学年の異なる児童生徒に体験学習の場を提供し、

異年齢の交流を通して青少年の健全な育成を図りました。

･社会性やコミュニケーション能力、

感性などを育む体験の場を提供し、

青少年の健全育成を支援します。

4

･新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、学校関係から

の依頼が大幅に減少しました。全体の依頼件数が減少したも

のの、オンライン講座の同時開催などで公民館との連携を充

実させたことで､公民館からの依頼件数は令和元年度22件か

ら令和2年度51件と大幅に増加しました。

．ボランティア先生紹介ミニ講座等で、

活動の様子をわかりやすく伝え、新

しい利用者の開拓に努め、件数を増

やしていきます。

．また、オンライン配信による公民館

との同時開催を積極的に進めていき

ます。

5

･生涯学習ボランティアが自ら菰極的に活動・情報発信できる

よう、生涯学習センター内に、ボランティアの活動場所とな

るスペースを提供しました。調査・資料室については、書棚

の配置を変更し、多目的な活動スペースを作りました。また、

その活動スペースでちぱ生涯学習ボランティアセンター登録

者によるボランティア先生紹介ミニ講座を多数実施しまし

た 0

･調査・資料室については、施設改修

を実施し、ちぱ生涯学習ボランティ

アセンターとしての機能を充実させ

ていきます。ボランティア先生紹介

ミニ講座のホームページ映像を充実

させるなど充実を図っていきます。
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地域が自主的に取り組む学習活動を支援し、地域課題を自ら解決するコミュニティづく

りを目指します。

団体活動の後援及び情報発信の支援等を行います。

地域で活動する団体相互の連携を支援します。

＞

シ
シ

生涯学習振興課

氾以

'一酌

※1平成27年度末現状値は､平成27年1月に実施した｢市民1万人のまちづくりアンケート｣の結果を基に算出。

※2「市民1万人のまちづくりアンケート｣は3年に1回の実施のため､平成28年度は未実施。

※3 「市民1万人のまちづくりアンケート｣の質問内容削除により､平成29年度から｢WEBアンケート｣により調査。
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･公民館運営審議会や運営懇談会の議論の

活性化をはじめ、地域の団体等と連携し

て主催事業を実施するなど、地域課題の

解決に取り組んでいけるよう支援を続け

ます。
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生涯学習振興課、学事課、健全育成課
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※平成30年度末に行った中間見直しにより、目標値を変更。
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1

多様な主体に

よる学習活動

の推進

公民館､生

涯学習セン

ターにおい

て多様な主

体と連携し

て実施した

事業数

103事業

(H26)
120事業 114事業 109事業 131事業 141事業 90事業 遅れ

2

公民館を拠点

とした地域連

携の推進

公民館の利

用を促し、

地域住民の

つながりを

深める

検討 実施 実施 実施 実施 実施 実施 順調

3

地域交流･多

世代交流事

業の実施

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

4

学校支援地

域本部やコミ

ュニティ･スク

－ル等の推

進

連携組織の

設置

学校支援

地域本部

小：2校

中： 1校

学校支援

地域本部

小： 34校

中： 22校

コミュニテ

ィ・スクー

ルのモデル

実施

(※）

学校支援

地域本部

小94校

中：2校

学校支援

地域本部

小: 10校

中： 6校

学校支援

地域本部

小： 16校

中: 10校

学校支援

地域本部

'1， ：23校

中: 13校

学校支援

地域本部

小：30校

中： 16校

千葉市版

コミュニ

ティ ･ス

クールの

モデル校

の決定

順調

5

健全育成活

動の推進
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

6

特別教室等

の開放

継続しつ

つ、類似事

業への移行

を進める

(※）

継続

継統しつ

つ、類似

事業への

移行

(※）

継続 継続 継続 継続 継続 遅れ

７

社会教育関

係団体の育

成

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調



1

鰯踊R|
･新型コロナウイルス感染拡大の影響により前年度を大幅

に下回ったものの、 NPO法人や地域団体などと連携し、

生涯学習センターでは54講座、公民館では36講座を実

施しました。

…取組準 鶴鬮露－…ー

･NPO法人をはじめ、大学、民間企業、地

域団体、生涯学習施設で活動している団

体等と連携し、地域課題の把握に努め、

学習内容と機会の充実に努めます。

2

･公民館クラブ・サークルや地域住民の方を講師とした講

座を実施しました。また、地域団体を通じた講座受講者

募集を行うなど、地域との連挑に努めています。

．引き続き、公民館を拠点とした地域連携

として、地域住民と連携した講座を推進

していきます。
1 1

３

･公民館において、伝承遊びなどの誹座を29事業実施し

ました。

･今後も、地域交流事業や伝承遊び講座等

の多世代交流事業を実施していきます。

4

･令和2年度は、予定通り新規校10校に学校支援地域本

部を設置することができました。

･千葉市版コミュニティ・スクールのモデル校を1校決定

し、実施に向けたスケジュールを確定しました。

･令和3年度も前年度同様、新たに10校

での設置を予定しています。

･千葉市版コミュニティ・スクールの条件

整備と協働体制の強化を図ります｡

5

･各中学校区（全54中学校区）の青少年育成委員会にお

いて、危険箇所の点検、レクリエーションやスポーツ活

動、研修会、環境浄化活動や補導点検、あいさつ運動、

地区の環境整備活動等を行うことで地域の青少年の健

全育成につながっています。

･活動にあたっては、内閣府が提唱する「青少年の非行.

被害防止全国強調月間」 （7月)、 「全国子ども・若者育成

支援強調月間」 (11月)、さらには「青少年を健全に育て

る運動」などの趣旨を生かしながら、地域の青少年の健

全育成を図りました。

･平成20年の「青少年の日 （毎年9月第3土曜日)」及び

｢家庭・地域の日 （毎月第3土曜日とその翌日曜日)」

の制定を機に、それぞれの日を中心とした時期に活動を

集中し実施しました。 「青少年の日」には、青少年と家

｝庭・学校・地域・行政がつながりをもち、コミュニケー

／ションカを高め、青少年の居場所づくりの推進にもつな

がっています。

･近年インターネットやSNSなどの情報ツ

－ルの急速な普及やスマートフォンなど

の携帯端末の所持率の増加、人間関係の

希薄化等、青少年を取り巻く環境が年々

大きく変化し、青少年が関わったり、巻

き込まれたりする事件・事故が増加して

います。地域の中核となって青少年の健

全育成に大きく寄与している青少年育成

委員会活動への支援を継続していくとと

もに、より一層の活性化を促していきま

す。

6

･新型コロナウイルス感染拡大により、令和2年度実施さ

れませんでした。

･学校施設開放事業は謝礼金等による予算の制約がないこ

とから、学校施設の更なる活用が期待できますが、安全

管理員の配置がないことや光熱水費の実費徴収等、利用

者のデメリットもあるため移行には至りませんでした。

･学校施設開放事業に移行します。

令和4年4月瑞穂小学校移行予定

7

･生涯学習センターでは、 PTAや放課後こども教室コーデ

ィネーター等を対象とした講座をl講座実施しました。

･公民館では、利用者団体等を対象とした講座を6講座実

施しました。

･今後も社会教育団体を対象とした講座を

継続して実施していきます。



2評価委員による評価

○小橋委員

令和3年度に千葉市教育委員会が執行した学校教育に関わる事務について、総括的所見

（全体について)、重点項目の所見（専科教員、スクールカウンセラー）について意見を述

べる。

全体について

令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大のため学校休校や夏季休暇の短縮等もあった

が、学校は子どもたちの育ちに多様な役割を担っていることを改めて認識されたともいえる。

以下、 7つの各施策を通して述べていく。

「1確かな学力を育てる」においては、 「学校の勉強が好きだと思う児竜生徒の割合」が

85.4％（小3)、 73．8％ （小5）、 56．0％（中2） と前回比較ではやや上がっている。しかし達

成状況に対する説明にもあるように、学年が上がるにつれ数値が減少する傾向は変わらずあ

るので、児童生徒の学習への興味関心を高める授業づくりやカリキュラムの工夫など、研修

や各アクションプランにある事業を通して得たことを活用していくことも考えられるだろ

う。 「異文化理解の促進」 「未来の科学者育成プログラム」等の事業では新型コロナウイルス

感染拡大防止のため予定の活動内容ができないこともあったかと思われるが、対応可能な内

容で継続されている様子が伺え評価できる。 「小学校英語活動・英語教育の推進」の外国語

指導助手の成果と考察には「人数の増員から勤務時間の拡充へとシフトチェンジ」を行い、
「打ち合わせ時間の確保」という課題を解決していくとある。他の領域でも同様であるが教

職員数の充足とともに､教職員間の連携をとる時間の確保は活動の質を高めていくことにも

つながるので、勤務内容に対して適切な勤務時間の拡充を進めていくことは重要である。

． 「2豊かな人間性を育てる」では新型コロナウイルス感染拡大防止のため調査を実施でき

ない箇所もあったが、各学校では児童生徒の実態に合わせて教職員やスクールカウンセラー

との連携のもと教育相談や児童生徒の理解を図っていたのではないだろうか｡必要に応じて

それらが継続支援されるよう数値で見られない箇所も勘案し計画を継続していくことが望

まれる。

「読書習慣のある児童生徒の割合」は調査学年で全てやや増えているが、冊数は減少と考

察がある。子どもたちにとって学校図書館は読書をするきっかけともなる身近な存在である。

蔵書、施設設備の充実を引き続き行い、授業での活用ともつなげる等、様々な本に触れる機

会を継続していくことが必要であろう。 「色々なことに挑戦している児童生徒の割合」でや

や減少している学年がある。今期は休校や様々な活動の中止等の影響があるだろうか。来年

度以降も継続してみていきたい。

「3健やかな体を育てる」では「12歳児で、虫歯のない児童生徒の割合」は目標達成には

至らなかったとなってはいるが、前年度を上回り更新している。これまで着実に指導されて

きたことが効果的に現れているといえるだろう。これは家庭との連携も必要でもあり、将来

《
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の健康へもつながるので継続してみていくとよいだろう。また「全国体力・運動能力、運動

習慣等調査において、各学年・男女別・種目で全国平均を上回る割合」 「1週間の総運動時

間が60分以上の割合」の調査は今年度は行われていないが、過去のデータから横ばい､ ．微

減のところである。新型コロナウイルス感染拡大の影響で体を動かすことは減っている可能

性もあるため、継続して児童生徒の様子の観察と支援方法を検討していくとよいだろう。

「4子どもの学びを支える環境を整える」では｢学校セーフティウォッチャーの登録者数」

の減少が続くことが気になる要素である。 「学校安全に関する教育の充実」では感染拡大の

影響もあり大幅に減少しているが、避難訓練等は継続することで意識化につながることでも

あるので、現状でどのような形であれば実施が可能か実施モデルなど具体的な説明をしてい

くことも必要だろう。 「トイレ改修」には遅れがみられるが、継続し整備を進めていってほ

しい。

施設整備、資料作成、学校設置については、設置後の活用や、整備の継続、質の維持が可

能なよう計画が必要である､う。

「5信頼される教職員が子どもと向き合う環境を整える」では、 「学校の勉強がよくわか

る児童生徒の割合」は前回数値からは横ばいか増加となっている。例年とは異なる状況の中

での各教員の工夫が現れているといえるだろう。教員の研修環境では「特別支援教育研修の

充実」には新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止が重なり遅れが見られる。この状況

はもうしばらく続く可能性があることや、教員の働き方改革ともあわせ、研修をオンライン

で実施したり、あるいは選択できるよう方法の検討も必要ではないだろうか。オンラインに

関しては各学校や教職員個人のオンラインの環境の充実とも合わせて考える必要があるだ

ろう。

上記のことは「教員一人当たりの勤務時間を除く在校時間の月平均時間数」 「情報教育機

器の充実（校務用)」 とも関連できるだろう。児童生徒への個別の支援やより高い専門性が

求められる事案が多くなる中、教職員の数の充実、研修機会の確保、教職員間の連携方法等

の工夫は各学校に任せるだけではなく施策として重要である。

「6多様な教育支援の充実を図る」では、 「がんばったことを、先生や友達からほめられ

ることがよくある児童生徒の割合」は増えている。学校内で子どもたちが頑張ったと思うこ

とができる場面やそのことへ評価する場を教師が意識的に設定していることが伺える。いく

つか懸念されることとしては、 「全児童生徒数に対する不登校児童生徒の割合」はわずかに

増えており、 「いじめ解消率」は中学校が下がっている。また「卒業を見通した連続性のあ

る教育が行われている」 と答える特別支援学校の保護者の割合が微減しており、 「特別支援

教育のサポート体制の整備（特別支援教育介助員)」には遅れが見られる。子どもたちをと

りまく環境も一様ではなく、抱える問題も学校だけでは解決できないことも増えている。教

員だけではなくスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、支援員らの充足と連

携、また保護者や外部機関との連携をとることのできるシステムや時間の拡充、方法の検討

なども一層求められるであろう。

「7地域社会全体で子どもの成長を支える」については、 「放課後子ども教室の推進」で

は実施日数に遅れが見られるが実施校の拡充は順調である。コロナ禍では放課後子ども教室
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や学童保育等、学校や家庭以外での子どもたちの居場所の重要性も注目されている。今後も

地域の状況に合わせ整備や支援をすすめていくことが重要であろう。

令和2年度の指標からは、学校では子どもたちが様々な人や物事に触れ、チャレンジし、

それらを継続する支援を得られる場となっていることが改めて分かる。それらの質の向上や

維持にも関連する教職員数の充足等については、人員数とともに内容の質を高めていくため

各教職員との連携やその時間の確保の重要性がどの領域にも見られる。児童生徒を取り巻く

課題は多様化している。専門的な知見からの対応や質の向上のためにも、教職員への支援が

一層求められるだろう。

専科指導のための非常勤講師の配置

今回は専科教員を配置している小学校において、配置の目的、状況把握、実施内容、課題

や今後の展望について説明を受け、授業参観（図画工作） とともに質疑を行った。

千葉市での専科教員配置は、教育の質向上、中学校教育との一層の円滑な接続、教員の働

き方改革が背景にある。配置されている教科は理科、英語､算数、音楽、図画工作､家庭科、

体育等である。

質疑を通して、専門性が生かされる図工等の専科非常勤講師を配置することにより、きめ

細やかな指導が行われ、児童が意欲的に活動していること、また校内での各教員の授業担当

コマ数が軽減されていることを確認した。参観した授業においては、教材教具等の事前準備

の様子、子どもたちへの適切な声掛け等、教材研究や授業の準備が細やかにされている様子

があった。

専科教員配置の目的にあるよう、質の向上や働き方改革の一助となることについては学校

訪問からもその一端を知ることができた。今後の配置継続や実際の運用面の充実として、専

科教員と他教職員との児童生徒の理解や個別の指導方法を共有する時間の確保が重要にな

るだろう。それは質の向上と児童の実態をふまえた指導にもつながる。特に非常勤講師を配

置している教科（図画工作、家庭科、体育、一部音楽）は準備や片付け、活動した子どもた

ちへのコメントや評価をするなど授業外での時間も必要な教科が多いが実働時間の上限が

決まっている。授業時間だけではなく、担任教員や校内の教員らとの児童の情報を共有した

り、授業準備を行ったりする時間なども含めて、余裕をもった適切な時間設定となっている

か、今一度確認をする必要があるだろう。また情報を共有する時間を各教員らの努力のみに

任せるだけではなく、常勤、非常勤の別なく定期的に情報共有の場を校内で設けることも重

要だろう。

また校内の環境整備として、専科教員が学校内で教材研究ができ、授業で使用する教材を

保管できるような教室や準備室の整備、また教科への予算措置等の保障などもしていく必要

がある。さらに採用計画については、現時点では公募は非常勤のみということであるが、今

後も配置を計画していく場合は、安定的な人員の確保という観点からは正規採用と非常勤講

師とを公募していくなど計画を立て採用をしていくことが望ましいといえる。加えて質の向

上と維持のためには小学校の専科教員に合わせた研修内容の充実も検討していく必要があ

る。
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スクールカウンセラー活用

千葉市では児童牛徒の臨床心理に関して、児童生徒等の悩みの解消にあたるため、専門的

な知識・経験を有するスクールカウンセラーを令和2年度までに市立の全ての小・中・高・

特別支援学校に配置してきた。今回はカウンセラーを配置している小学校において、当該校

の管理職、スクールカウンセラー、市担当者らと資料等をもとに質疑を行った。

千葉市の過去5年間の相談数としては平成28年度と令和2年度で比較すると全体では約

2．2倍、小学校では約7．9倍の増加となっている。背景にはスクールカウンセラーの配置

や時間数の拡充、一人の相談者が継続して相談するケースもみられるようだが、毎年の相談

件数の増加からもスクールカウンセラーの役割の大きさが分かる。

質疑を通して、スクールカウンセラーは児童生徒と教員問の関係をつなげたり、継続して

かかわることで教員、児童生徒、保護者らの不安感を除いたり、児童生徒自身の相談するス

キル向上にもつながることも見え、学校運営にとってなくてはならない役割を担っている。

またスクールカウンセラーが入ることで問題の早期発見や掘り起こしにつながることもあ

り、予防の観点からも重視すべきことであるといえる。

各校のスクールカウンセラーとスーパーバイザーとの連携状況については、困難事案への

助言・援助、また生徒のカウンセリング等に関する情報提供及び助言・援助等を行うことな

どを確認し、良好であることを確認した。

課題としては、スクールカウンセラーの勤務時間の制限もあり、教職員間での打ち合わせ

の難しさが挙げられる。多くの学校ではカウンセラーは週1、 2回の勤務になるため、相談

後どのように担任教師が対応するか、児童生徒にどのように変化があったか等、教職員間で

の情報共有や継続での支援が難しい状況もある。例えば視察校では「面談シート」を作成し

事前に児童生徒や教員に記述をしてもらい、勤務時間内に把握をしたり、引きつぎ等に活用

したりと工夫がされていた。校内での情報共有の方法など好事例を市内学校間とで共有できる
よう．にしていくことも全体の質を高める一助になるのではないだろうか。

勤務時間数については、相談件数や相談内容、連携の重要性をふまえると十分とはいえな

い。相談時間だけではなく校内教職員間での検討や打ち合わせをする時間も含め週2回程度、

それぞれ短時間ではない時間数の確保が必要ではないだろうか｡教職員間の連携は児童生徒

の相談内容の解決にも大きく関係すると言える。

また物理的な環境の整備を行っていくことが必要だろう。校種や児童生徒の実態に合わせ

て落ち着いて相談ができ、スクールカウンセラーがその校内での居場所となる部屋の整備、

配布や掲示をする資料を直ぐに作成したり、 リモートで対応したりできるPC環境の整備な

どはまだ不足箇所がある。

スクールカウンセラーの採用については、各自治体でのニーズも高い。継続して雇用でき

るよう計画的な採用とともに、採用後の研修や勤務環境の充実等にも努めていくことで雇用

の維持にもつながるだろう。

』
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○岩崎委員

令和2年度千葉市教育委員会が執行した生涯学習関連事業に関わる事務について、以下、

総括的所見（全体について)、及び「千葉市生涯学習センター」 と 「千葉市立郷土博物館」

の二つに焦点をあてて評価に関わる意見を述べる。

全体について

千葉市の生涯学習関連事業については、新型コロナウイルスの感染拡大の状況により従来

の業務が制限されたことで、各施設においては管理・運営に種々苦慮されたことが想像され

る。しかし、視察した生涯学習センターと郷土博物館では、限られた条件の中で工夫や趣向

をこらし、市民へのサービス向上に向けた新たな取り組みを果敢に行ってきたことを確認し

た。

施設の閉館や入場者制限が要請される中、事業数や入館者数などの従来の指標による評価

は意味をなさないことから、この機としては、予想しなかった事態への対応や実践を積極的

に評価し、また、その実践を検証、記録し後世に伝えることがより肝要と思われる。
（

千葉市生涯学習センター

（1）変化に対応した事業の充実

生涯学習センターをめぐる最近の変化としては、前述のように、第一に新型コロナウイ

ルスの感染拡大に伴い従来の対面による生涯学習センターや公民館での講座実施が制限

されたことがある。また第二に公民館の指定管理制度の導入に伴い、生涯学習センターを

管理運営する公益財団法人千葉市教育振興財団が､千葉市全域に配置されている公民館47

館を併せて管理・運営することになったことがある。このような変化は、組織の柔軟な対

応を求めるゆえに新たな発想や工夫が生み出される契機でもあろう。

第一に挙げた新型コロナウイルスの感染拡大下での講座実施にあっては、生涯学習セン

ターがイニシアチブを取り、公民館へのオンライン配信用機材のセット貸出・活用の指導

や公民館と連携し高齢者施設向けにサークル活動の発表会をオンライン配信するなど、オ

ンラインによる講座等の実施可能性を実証している。このような取り組みを通じ、講座実

施という目的のために生涯学習センターと公民館とが実質的に連携し経験知を蓄積する

ことで相互の信頼性がより強化されたと想像する。予想できない状況下で臨機応変に対応

し、講座提供ができたことは、職員の専門的知識や見識によるものであり、高く評価され

るべきものである。

第二の公民館の指定管理制度の導入については、生涯学習センターと公民館管理室が組

織的には別建てとはいえ、公益財団法人千葉市教育振興財団の傘下に公民館が加わったこ

とで、より円滑に連携・協力が進められる体制が整備されたことになる。前述の生涯学習

センターによる公民館へのオンラインによる講座実施に向けた支援のように、地域に根差

した公民館と有機的に連携がなされることで、市民の学習活動がより活性化されることを

期待する。そのためには、生涯学習センター職員の専門的知見に基づき、社会の状況や変

化に応じ、迅速、かつ的確に公民館の指導・支援を行うことが重要であろう。

101



（2）学習者のニーズの変化に対応した事業展開

生涯学習センターは､千葉市中央図書館と同じ建物内にある。複合施設の利点を生かし、

中央図書館に来る市民が気軽に立ち寄れるよう1階に学習相談の窓口や学習情報提供の

スペースを有し、広く市民への情報提供・支援を行っている。

これまで､我が国の生涯学習の特徴は､職業人の継続教育を中心とする欧米とは異なり、

退職者や専業主婦（夫）を対象とする文化・教養的な学習を主とした「ソシアル型」 と言

われてきた。 しかし、生活の質を維持するため、退職者や専業主婦（夫）であっても働く

ことを希望する者が増える傾向にあることから、学習相談においては、学習を介した就労

に関わる相談が増えることが想定される。すでに、男女共同参画センター、 自立・就労サ

ポートセンター、博物館や美術館などとの多様な連携が見られ、事業企画の広がりを感じ

るところではあるが、今後も、社会の変化にアンテナを張り、市民の学習ニーズを丁寧に

すくい上げ、事業企画に反映していくことが望まれる。

（3）継続的専門研修の必要性

生涯学習センターの内実は、職員の専門性に依拠する。現時点では社会教育主事の資格

を有している者も多く、良質の講座の企画・運営がなされている。社会教育主事などの資

格を有することは、職員間で共通の知識基盤を持つことであり、新たな事業の実施､改善

を検討する際に職員問で共有ビジョンを持つのに有効である。

また、 日々変動の激しい社会では、その知識基盤に加え常にさらなる継続教育が求めら

れる。生涯学習センターや公民館といった成人の学習の場を運営する職員は、 自らが市民

のモデルとして学習を体現する者であることが望まれる。職員にあっては、複合施設のメ

リットを活かし、施設内の技術専門職員から身近に知識を教授される機会や、講座講師な

どから学習する機会を得ているとのことである。このようなインフォーマルなOJTのみな

らず､専門職性を高めるために自ら研鎭を積み自己啓発に努めるとともに､組織において
も積極的に職員の研修、教育を推奨することが期待される。

千葉市立郷土博物館

（1）郷土教育の推進

千葉氏は、加曽利貝塚、オオガハス、海辺とともに千葉市の「都市アイデンティティ（千

葉市らしさ)」の一つである。千葉氏の歴史やルーツを前面に出すことは、 「都市アイデン

ティティ戦略プラン」においても、 「都市アイデンティティ」の確立・戦略的展開の一つ

の方向性として期待されているところである。

千葉市民としてのアイデンティティは、市民に千葉市とは何なのかを絶えず語りかける

ストーリーによって形成される。その根幹には歴史が存在する。偉人の歴史とともに、市

井の生活にも歴史がある。この地で生活してきた、いにしえの人々に敬意を払い、千葉市

民に現在に至る千葉市の過去の姿を伝えることは、千葉市への愛着や誇りの礎を形成する

のに寄与する。特に2026年は､千葉氏が千葉開府し900年にあたる記念すべき年である。

900年に向けて、多様な媒体を通じて、千葉市の持つストーリーを市民に伝え、啓発する

ことが、 「都市アイデンティティ」の共有には大切である。
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1

このような千葉開府のイベントを通じ、千葉市の歴史が市民に誠実、真蟄に提供される

には、正確な歴史的考証や学問的蓄積のための作業が必須である。千葉市のアイデンティ

ティの根拠となる市史編纂などは、重要ながらも地道な作業のため、喫緊の課題を扱わざ

るを得ない行政の関心を強く呼ぶものではないかもしれない。しかし、このような弛まな

い作業への行政の関心と継続的支援が、 「生涯学習に関心を持つ市民の割合の増加」 とい

った数値目標を達成する前提となる。

（2）郷土教育の充実

教育普及事業としてエデュケーターを置き、小学校、中学校の社会科教員OBが週2日

ずつ勤務、学習シートを作成することや学校への出前講座など、学校教育との連携は積極

的に進められている。学校教育を通じ、郷土博物館が子供の頃から馴染みのある施設とし

て、 ．子どもたちに意識されることが必要である。限られたスペースではありながら、立地

などにも恵まれ、気楽に立ち寄れる施設であることの利点を最大限に利用し、子どもが自

ら訪れ関心を抱くような企画・展示に一層工夫をされることを期待したい。

また、同時に成人向けの学習プログラムの充実も期待したい。わかりやすいブックレッ

トなどの作成は、学校教育の副読本としての価値のみならず、歴史好きの市民にも関心を

持たれるものであろう。公民館での講座も実施されているようだが、成人市民の学習活動

により一層寄与していただきたい。

今後は、千葉市のアイデンティティの根幹となる歴史の証言者として、千葉開府900年

の節目を一つの目標とし、千葉市の有する有形、無形の歴史資産の存在をアピールして欲

しい。

己

I
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3評価委員の意見に対する対応

これまでの事務点検・評価において、評価委員よりいただいた意見に対する対応状況

を下記のとおり区分して示します。なお、前年度の事務点検・評価報告書で区分「○」

と示したものについては記載を省略します。

、

（1）学校教育分野

ア令和2年度事務点検・評価（対象期間：令和元年度）

104

纈串騨鋭加払?"4贈jF 4 qj

潔区分‘

○

説醗鷲静迩孫司舎､ ､管 , .; 』: ; ‘ ，｡ 圏織､割誇:灘篭謹, ､：諺.jfi、 ㈹ ･毅! ‘. 鴬． ､
ﾀ､｡ f1w-: - " 4,i報駿篭黙琶悪 ji : " ､ : ． 凸.峠 -"に" 、箪一 蕊著蕊蕊
意見に対する取組を実施しているもの。

△ 意見に対する取組みについて検討しているもの。

× 未対応のもの。

溌識鍵"善
ﾐﾊ蕊 』 品・ ゴ』,

蝿#局搾 鄙 呼

2－1

』 "5 1 呵一

施策＊ 韻哉噴

豊かな心の

育成

津許価姿貰'蔭誰(稜溌職繍
｢読書習慣のある児竜牛徒の

割合｣は数年での低下が見られ

る｡現在の児童生徒の読書実態

の把握や学習での本や資料の

活用等､方策を検討していくこ

とが必要であろう。

'

簿蕊議蕊識雛溌f室蕊割猿穣
昨年度に引き続き､､読書量調査

を実施し、児竜牛徒の読書実態

の把握を行います。また、児童

生徒の読書習慣の形成に向け、

学校図書館指導員やボランテ

ィアによる読み間かせ等を行

います。さらに、学校図書館指

導員の研修テーマを「授業への

支援」とし、計画的に学習での

本や資料の提示等を行い､積極

的に児童へ学習の支援をする

ことで、学校図書館の充実を推

進していきます。

(教育指導課）

努：

○

2-2 社会的自立

に向けた強

い心の育成

(キャリア教育について)今後

の課題としては､研究推進を行

Jってきた学校の事例等を活か

せるよう、学校内外において継

続可能な支援や､情報を共有す

るための仕組みづくりがさら

に必要になるだろう。また校内

外でのキャリア教育の実践の

中心となる教員の育成や支援、

また個々の教員へのキャリア

教育についての理解を推進す

るための方策の検討が重要で

ある ロ

研究指定校における実践の成

果について、キャリア教育主任

研修会やキャリア教育推進連

携会議で周知しました。キャリ

ア教育を推進する教員を育成

するために、市外、県外への研

修に派遣しています｡

(教育改革推進課） ○



（2）生涯学習分野

ち
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3－2 体力の向上 (民間スイミングスクールを

活用した水泳学習について)課

題としては､交通事情などで想

定以上の移動時間がかかった

際の学校内やスイミングスク

ールとの調整が必要になるこ

とが挙げられる。また双方での

打ち合わせは、現地での対面、

電話等で行っているが､評価と

指導の一体化をより図るため

にも引継ぎも含めて継続可能

な形でのあり方を学校の状況

に合わせて探ることがさらに

重要であると言える。

民間スイミングスクールを活

用した水泳学習については、事

前打ち合わせを入念に行い、学

校と.スイミングスクールが連

絡を密にとって調整等を行っ

ています。また、指導・評価に

ついては、市共通の進級カード

を作成し、学校の実態に合わせ

て加筆修正を行い、スイミング

スクールに提供し、評価等に活

用しています。

(保健体育課）

○

蕊謬鎚溌鰯f蕊 誤驚評価委貸､潅罐X抜粋)F澱溌 ;好み姪魏舐流悪霊唖 "輝分；

1-2
学習環境の整

備

(千葉市図書館ビジョン2040に

ついて）このコンセプトを実効性

あるものとするためには、千葉市

図書館情報ネットワーク協議会な

'どを通じて多様な協働・連携事業

が検討され、また中央図書館と生

涯学習センターが合築である利点

をいかした体系的な事業の企画・

実施など、教育的な相乗効果や創

発効果を意図したプラットフォー

ムの形成・充実が必要であろう。

千葉市図書館情報ネットワー

ク協議会加盟館による情報提

供能力を強固にし、図書館サ

ービスの向上を図るととも

に、学術研究及び生涯学習の

発展に寄与する'ため、加盟館

紹介展を実施しました｡また、

中央図書館と生涯学習センタ

ーとの連携による「七夕平和

プロジェクト」への参加など、

共に生涯学習施設である強み

を活かした取組を進めていま

す。

(中央図書館管理課）

○

2－1

郷土への愛着

を深める学習

機会の提供

(加曽利貝塚博物館の管理運営に

ついて）ホームページは、国内の

みならず、海外も含めて場所を問

わず、 さまざまな人々の目に触れ

るために非常に効果的な宣伝媒体

であり、 さらなる情報発信に努め

られることを期待する。また、加

曽利貝塚博物館に来る前の事前学

習や加曽利貝塚博物館の学術的意

義をコンパクトに紹介する動画な

どの教材制作についてもなお一層

の推進が望まれるところである。

館長日記や学芸員日記などを

活用し、より博物館の魅力が

伝わるよう、ホームページで

の情報発信に努めています。

また、学校と博物館等との連

携強化の一環として、校外学

習の事前学習や振り返りの学

習等での活用を目的に映像コ

ンテンツ「千葉市の不思議を

学び隊！ 」を制作し、YouTube

で公開しました。

(文化財課）

○
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2－2

市民ニーズに

対応した学習

機会の提供

(放課後子ども教室・子どもルー
ムー体型モデル事業について）地

域格差や保護者の不平等感を払拭

するためには、できるだけ速やか

に事業を拡大することが望まれ

る。事業者選定にあたっては、地

域のニーズに応え、子どもが居場

所として安心して楽しく過ごせる

内容を提供できるよう、教育的な

資質・能力を持つ人材を有する点

などを考慮に入れることが肝要に

なろう。 （中略）放課後の時間に

あっても、振り返ったときに、懐

かしく楽しい良い思い出となる時

間でありうるよう内容の充実につ

いて鋭意検討していただきたい。

利用者に対するアンケート等

による評価を行うとともに、

事業者や関係部門と意見交換

を行うなど、今後の事業のあ

り方について検討していきま

す。

（生涯学習振興課）
P

△



評価報告＝（令和2年度対象）千葉市教育委員会事務点検 ●
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議案説明

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第1項の

規定に基づく教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況に係る点検及び評価の結果に関する報告書について、千葉

市教育委員会組織規則第8条第5号の規定に基づき、議決を求
ザ

めるものであります。


